
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
明
治
期
の
政
治
家
・
品
川
弥
二
郎
が
所
有
し
た
北
海
道
農
牧
場
に
つ

い
て
、
そ
の
経
営
・
技
術
的
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
同
農
牧
場
の
国
政

史
上
の
意
義
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
以
前
、
品
川
弥
二
郎
の
京
都
別
荘
・
尊
攘
堂
を
中
心
と
し
た
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
分
析
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る１

。
そ
こ
で
は
、
品
川
の
も
と
に
残
る

種
類
の
異
な
る
史
料
を
横
断
的
に
用
い
、
京
都
・
尊
攘
堂
と
い
う
一
拠
点
に
引
き

寄
せ
ら
れ
た
人
び
と
を
概
観
す
る
方
法
を
提
起
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
実
践
を
受

け
て
、
品
川
の
他
拠
点
に
つ
い
て
異
な
る
分
析
視
角
か
ら
検
討
す
る
。

　

そ
の
分
析
視
角
と
は
、
経
営
・
技
術
選
択
に
見
ら
れ
る
思
想
へ
の
注
目
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
農
牧
場
経
営
を
支
え
た
人
的
関
係
上
の
特
徴
、
お
よ
び
農
牧
場
に

お
け
る
現
業
を
支
え
た
人
的
関
係
上
の
特
徴
を
析
出
す
る
こ
と
で
、
経
営
方
針
と

技
術
選
択
の
あ
り
様
を
解
明
し
、
農
牧
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
を
読
み
解

く
。

　

品
川
の
所
有
し
た
北
海
道
農
牧
場
は
、
研
究
史
上
は
「
華
族
農
場
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
明
治
期
に
お
け
る
華
族
も
含
め
た
有
力
者
に
よ
る
大

農
場
は
、
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
は
地
主
制
研
究
の
対
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

八
〇
年
代
以
降
地
主
制
研
究
が
停
滞
す
る
と
、
こ
れ
に
代
わ
り
農
業
技
術
面
の
解

明
に
関
心
が
移
っ
た
。
大
農
場
研
究
は
、
こ
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
残
さ
れ
た

領
域
に
な
り
、「
華
族
農
場
」
と
し
て
華
族
財
産
研
究
の
中
で
わ
ず
か
に
命
脈
を

保
つ
の
み
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
技
術
面
で
の
位
置
づ
け
は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
さ

れ
ず
、
新
た
に
展
開
す
る
農
業
史
と
の
接
点
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
勝
部

眞
人
が
技
術
の
問
題
を
地
主
制
、
特
に
小
作
人
の
位
置
か
ら
捉
え
返
し
た２

こ
と

を
、
大
小
様
々
な
地
主
の
側
か
ら
も
行
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

農
業
全
般
に
お
け
る
技
術
面
で
は
、明
治
初
年
に
は
欧
米
農
法
（「
泰
西
農
法
」）

の
直
輸
入
政
策
が
盛
ん
に
推
進
さ
れ
た
も
の
の
や
が
て
行
き
詰
ま
り
、
か
わ
っ
て

老
農
を
起
用
し
て
在
来
農
法
を
見
直
す
政
策
（「
老
農
農
法
」）
へ
と
転
換
す
る
が
、

後
に
駒
場
農
学
校
を
卒
業
し
た
新
進
の
農
学
士
た
ち
に
よ
り
老
農
の
経
験
主
義
が

克
服
さ
れ
、科
学
的
・
近
代
的
な
「
学
理
農
法
」
が
広
ま
る
と
さ
れ
る３

。
こ
の
「
老

農
農
法
」
か
ら
「
学
理
農
法
」
へ
の
端
境
期
が
ち
ょ
う
ど
明
治
二
〇
年
代
～
三
〇

年
代
頃
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
降
も
「
老
農
農
法
」
で
生
産
量
を
増
加
さ

せ
て
い
る
地
域
は
あ
る
し
、
こ
れ
以
前
の
「
泰
西
農
法
」
直
輸
入
と
さ
れ
る
時
代

に
も
、
老
農
を
排
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
在
来
農
法
や
農
具
等
の
調

査
も
併
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る４

が
、
大
筋
と
し
て
は

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
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右
の
理
解
を
大
き
く
覆
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
大
農
場
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
明
治
三
〇
年
代
以
降
「
資
本
家
的

大
農
場
」
は
「
小
作
制
大
農
場
」
へ
と
変
遷
す
る
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き

た５

。
こ
の
う
ち
「
資
本
家
的
大
農
場
」
で
は
、
技
術
的
に
は
「
泰
西
農
法
」
が

直
輸
入
的
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る６

が
、「
小
作
制
農
場
」
で
い
か

な
る
技
術
が
選
択
さ
れ
た
か
は
十
分
問
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
旗
手

勲
氏
は
「
小
農
技
術
」
す
な
わ
ち
「
小
農
的
な
生
産
構
造
の
変
更
を
必
要
と
し
な

い
品
種
改
良
や
肥
料
増
投
と
い
う
、
労
働
集
約
的
な
…
…
技
術
改
革
」７

が
行
わ
れ

た
と
い
う
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
は
「
小
農
技
術
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の

中
に
も
大
き
く
分
け
て
特
徴
的
な
二
つ
の
潮
流
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
前
掲

の
「
老
農
農
法
」
と
「
学
理
農
法
」
で
あ
り
、
学
界
を
揺
る
が
す
論
争
に
も
な
っ
て

い
た８

こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
各
大
農
場
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
「
小
農
技

術
」
を
採
用
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
は
無
視
し
て
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
が
大
農
場
に
お
け
る
技
術
選
択
を
問
題
と
す
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
理

由
に
よ
る
。
一
方
で
、
大
農
場
を
考
え
る
上
で
は
、
直
営
・
分
散
委
託
と
い
う
経

営
方
式
上
の
特
徴
だ
け
で
な
く
、
そ
の
経
営
を
支
え
た
資
金
の
特
徴
も
問
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
地
主
制
研
究
で
用
い
ら
れ
て
き
た

「
資
本
家
的
大
農
場
」
や
「
小
作
制
大
農
場
」
と
い
う
類
型
に
つ
い
て
も
無
条
件

に
前
提
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、「
小
作
制
大
農
場
」
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
農
場
の
中
で
も
、
品
川
弥
二
郎
が
明
治
二
〇
年
以
降
に
段
階
的
に
取
得
し
た
北

海
道
農
牧
場
を
対
象
と
し
て
、
経
営
・
技
術
の
両
側
面
に
お
け
る
特
徴
を
分
析
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

品
川
家
の
北
海
道
農
牧
場
の
よ
う
な
華
族
農
場
に
関
す
る
研
究
は
、
特
に
大
名

華
族
の
所
有
農
場
に
関
し
て
発
展
し
て
き
た９

一
方
で
、
品
川
の
よ
う
な
勲
功
華

族
に
関
し
て
の
研
究
は
少
な
い
。
勲
功
華
族
の
所
有
農
場
が
大
名
華
族
ら
の
そ
れ

と
比
較
し
て
小
規
模
で
あ
る
こ
と
、「
勲
功
華
族
」
と
一
括
り
に
さ
れ
る
が
そ
の

内
実
は
非
常
に
多
様
な
人
び
と
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
事
情
に
よ

り
扱
い
に
く
い
対
象
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
栃
木
・
那
須
野
の
華
族
農
場
に
着
目
し
た
斎
藤
清
伸
の
研

究
１０
、
同
じ
く
那
須
野
に
お
け
る
青
木
周
蔵
の
農
場
経
営
を
検
討
し
た
坂
根
義
久

の
研
究

１１
、仁
禮
景
範
の
塩
田
・
北
海
道
農
場
経
営
を
検
討
し
た
井
奥
成
彦
・
浜

野
潔
の
研
究

１２
は
貴
重
な
先
行
研
究
で
あ
る
。
特
に
井
奥
・
浜
野
の
検
討
し
た
仁

禮
は
、
息
子
に
専
門
的
な
農
業
教
育
を
受
け
さ
せ
、
彼
に
経
営
を
任
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
管
理
人
を
置
い
て
い
た
と
い
う
点
で
、
品
川
家
の
事
例
と
類
似
し

て
お
り
示
唆
に
富
む

１３
。

　

浜
野
に
よ
れ
ば
、
勲
功
華
族
が
農
場
経
営
を
行
う
の
は
「
家
門
永
続
資
金
」
運

用
の
た
め
と
い
う
目
的

１４
に
加
え
て
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
の
華
族
世
襲

財
産
法
に
よ
り
華
族
の
資
産
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

　

品
川
は
、
明
治
一
七
年
の
華
族
令
に
よ
り
爵
位
を
授
け
ら
れ
た
初
期
勲
功
華
族

三
二
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
り
、
こ
の
中
で
も
大
規
模
な
土
地
を
所
有
し
、
資
産

運
用
を
図
っ
て
い
た
一
二
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
品
川
家
の
農

牧
場
は
典
型
的
な
勲
功
華
族
に
よ
る
大
農
場
経
営
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
、

品
川
は
子
爵
で
あ
り
、
際
立
っ
て
家
門
永
続
資
金
が
多
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
こ

と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
家
門
永
続
資
金
運
用
、
華
族
世
襲
財
産
法
へ
の
対
応
と
い

う
、
勲
功
華
族
一
般
に
適
用
さ
れ
る
説
明
の
ほ
か
に
、
品
川
に
お
け
る
固
有
の
事

六
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
五
号



情
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
ま
ず
第
一
・
二
章
に
お
い
て
品
川
家
の
北
海
道
農
牧
場
に
つ

い
て
基
礎
的
な
情
報
を
確
認
し
、
第
三
章
で
同
農
牧
場
に
お
け
る
人
的
関
係
を
概

観
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
第
四
・
五
章
で
同
農
牧
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
の

両
側
面
に
お
け
る
人
的
関
係
を
検
討
し
、
そ
こ
に
流
れ
る
思
想
を
読
み
取
る
。

　

な
お
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
に
関
し
て
は
、
同
時
代
史
料
で
は
「
千
岱
野
牧

場
」
と
の
呼
称
が
見
え
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
品
川
家
は
北
海
道
に
牧
場
の
み

な
ら
ず
田
畑
も
所
有
し
農
業
も
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
降
、

品
川
家
が
北
海
道
に
所
有
し
た
土
地
に
つ
い
て
は
「
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
」
と

し
、
同
時
代
史
料
に
お
け
る
用
例
を
引
用
す
る
際
の
み
、
史
料
の
表
記
に
従
う
こ

と
と
す
る
。

　

史
料
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
句
読
点
を
補
う
。

頻
出
す
る
史
料
に
は
、
以
下
の
略
称
を
用
い
る
。
尚
友
倶
楽
部
品
川
弥
二
郎
関
係

文
書
編
纂
委
員
会
編
『
品
川
弥
二
郎
関
係
文
書
』
第
一
～
八
巻
（
山
川
出
版
社
、

一
九
九
三
年
・
一
九
九
四
年
・
一
九
九
五
年
・
一
九
九
八
年
・
一
九
九
九
年
・

二
〇
〇
三
年
・
二
〇
〇
九
年
・
二
〇
一
七
年
）
→
『
品
川
文
書
』
巻
数
、
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
品
川
弥
二
郎
関
係
文
書
（
そ
の
１
／
２
）
書
簡
の
部
」

「
品
川
弥
二
郎
関
係
文
書
（
そ
の
１
／
２
）　

書
類
の
部
」
→
「
品
川
文
書
１
／
２

　

書
簡
」「
品
川
文
書
１
／
２　

書
類
」
資
料
番
号
。
憲
政
資
料
室
所
収
の
品
川

家
北
海
道
農
牧
場
に
関
す
る
史
料
は
、
後
掲
表
１
の
「
大
分
類
」‒

「
小
分
類
」
の

形
式
で
表
記
す
る
。
ま
た
、
註
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
一
次
史
料
の
作
成
年

は
元
号
で
、
研
究
書
・
論
文
の
刊
行
年
は
西
暦
で
表
記
す
る
。
書
簡
の
年
代
は
、
収

録
さ
れ
て
い
る
史
料
集
お
よ
び
筆
者
の
推
定
に
基
づ
く
も
の
に
は
丸
括
弧
を
付
す
。

　
　

一　

品
川
家
北
海
道
農
牧
場

　
　
（
１
）
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
創
設

　

最
初
に
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
管
見
の
限
り
で
は
あ

る
が
、
同
農
牧
場
に
言
及
し
た
文
献
は
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
品
川
弥
二
郎
の
伝

記
の
み
で
あ
る
。
村
田
峯
次
郎
著
『
品
川
子
爵
伝
』
に
よ
る
と
、
品
川
家
が
北
海

道
渡
島
国
爾
志
郡
乙
部
村
（
図
１
参
照
）
に
所
有
し
た
農
牧
場
で
、
広
さ
は
約

七
〇
〇
町
歩
で
あ
る
と
い
う

１５
。
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
三
月
の
調
査
に
よ

る
と
、「
千
岱
野
牧
場
」
の
所
有
物
品
・
家
畜
等
は
図
２
の
通
り
で
あ
る
。
同
農

牧
場
は
、
品
川
の
死
後
、
農
商
務
省
畜
産
課
に
奉
職
し
て
い
た
息
子
・
弥
一
の
代

に
完
成
し
、
彼
が
同
職
を
辞
し
て
牧
場
経
営
に
専
念
す
る
中
で
大
い
に
開
発
が
進

ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る

１６
。

　

し
か
し
、「
品
川
文
書
１　

書
類
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
千
岱
野
牧
場
」
に

関
す
る
書
類
（
表
１
）
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
が
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
全
容

を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
表
１
収
録
の
史
料
群
を
も
と
に
、
品
川
弥
二
郎
が
北
海
道
に
取
得

し
た
土
地
の
全
容
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
千
岱
野
牧
場
」
と
は

そ
の
う
ち
の
ど
の
部
分
を
指
す
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

品
川
が
北
海
道
に
所
有
し
た
土
地
の
大
部
分
は
、
も
と
開
拓
使
の
保
護
会
社

「
開
進
会
社
」
の
所
有
地
で
あ
っ
た

１７
。
開
進
会
社
と
は
、明
治
一
二
年
八
月
二
一
日
、

和
歌
山
県
士
族
岩
橋
轍
輔

１８
を
発
起
総
代
と
し
て
設
立

１９
さ
れ
、
翌
年
一
月
一
日

に
開
業

２０
し
た
共
同
開
拓
の
た
め
の
結
社
で
あ
っ
た
。
開
進
会
社
の
設
立
か
ら
解

散
に
至
る
ま
で
の
顛
末
は
、
高
倉
新
一
郎
の
研
究
に
よ
り
概
ね
明
ら
か
に
さ
れ
て
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表 1：品川家北海道農牧場関係史料一覧
大分類 資料番号 史料群名 小分類 史料名 備考

（1） R56-1197 千岱野牧場
関係書類

① 明治（23）年 6 月 15 日付品川弥二郎宛片岡政次書翰
② 明治 23 年 6 月 4 日付『北海』切抜 （1）- ①の添付書類。記事は「郡制」、「短評」（桔梗野事件につき）
③ 年月日不肖『北海』切抜 （1）- ①の添付書類。記事は「桔梗野牧場払下事件」

④ 明治 23 年 6 月 6 日付（『北海』）切抜 （1）- ①の添付書類。記事は「短評　道庁理事官」、「衆議院
議員選挙法罰則補則」

⑤ 明治 23 年 6 月 13 日付『北海』切抜 （1）- ①の添付書類。記事は「短評　麑城人士の恥辱」、〔郡
制〕？

⑥ 〔書付〕 「明治二十三年九月／千岱野牧場　耕作幷小作表〔品川筆カ〕」
と書込有

⑦ 〔牧場概要〕 農商務省罫紙。牧場の設備、構造、飼畜の概要、飼育方法な
ど

⑧ 借用証書写 明治 21 年 12 月 31 日付で、片岡が品川の代理として松岡護か
ら 700 円を拝借しているもの等

⑨ 明治 28 年 12 月 11 日付品川弥二郎宛太田伊八書翰
⑩ 明治 28 年 12 月 17 日付品川弥二郎宛太田伊八書翰 封筒表裏に品川の筆跡で「千岱野一紙」と書込有
⑪ （明治 20 年）5 月 19 日付品川弥二郎宛片岡政次書翰
⑫ 明治 29 年 7 月 21 日付品川弥二郎宛太田伊八書翰 封筒表裏に品川の筆跡で「（北海道報告）」と書込有
⑬ 明治 20 年 8 月 12 日付品川弥二郎宛片岡政次書翰
⑭ 明治 23 年 9 月 4 日付品川弥二郎宛片岡政次書翰

⑮ 〔図表〕 小作人ごとの「播種反別表」、「人員表」、「小作農年中行事一
班」、小作関係歳出歳入表、小作小屋図面

⑯ 明治 28 年 3 月 13 日付品川弥二郎宛片岡政次書翰 封筒裏に品川の筆跡で「（廿八年三月）／（〇千岱野牧場現況
一班）」と書込有

⑰ 乙部村千岱野牧場現況一班 （1）- ⑯の添付書類

⑱ 千岱野牧場財産目録一覧 明治 27 年 12 月 31 日調。封筒表に品川の筆跡で「廿八年片岡
ゟ請取／乙部千岱野牧場／廿七年十二月調書」と書込有

⑲ 土地貸下願 控ヵ。明治 20 年付。封筒の日付は「十一月十五日」
⑳ 乙部村所有地並ニ貸下願地略図 （1）- ⑲に同封
㉑ 明治 20 年 10 月付添田郡長宛片岡政次書翰 （1）- ⑲に同封
㉒ 明治（20）年 11 月 15 日付品川弥二郎宛片岡政次書翰 （1）- ⑲に同封
㉓ 新願地実測図 封筒表に「千岱野牧場関係」と書込有

（2） R79-1622-3 借金明細他 〔三井物産会社函館支店より片岡政次借用金額一覧〕

（3） R84-1736-1 千岱野牧場
関係書類　

① 〔封筒〕

（封筒表）「木第百七号／品川弥二郎殿へ貸金之義／大野農場
／千岱野牧場一件／三井物産勘定書／勘定済ミ書類〔品川筆〕」

（封筒裏）亀田郡大野農場／勘定済ミ書類　三井物産勘定書／
乙部村千岱野牧場一紙〔品川筆〕

② 借用証 明治 20 年 11 月15 日付、（差出）品川弥二郎代片岡政次、（受取）
三井物産会社松岡護、大きく「返済済　やじ」と上書き有

③ 片岡政治殿貸金利足追調 明治 20 年 11 月 15 日付、三井物産会社函館支店調製、1 枚
④ 片岡政治貸金利足調 明治 20 年 10 月 29 日付、三井物産会社函館支店調製、4 枚
⑤ 品川殿代片岡政治氏渡金 明治 21 年 10 月付、三井物産会社函館支店調製、1 枚
⑥ 片岡氏貸金調 明治 20 年 12 月付、三井物産会社函館支店調製、1 枚

⑦ 借用証 明治 20 年 12月30 日付、（差出）品川弥二郎代片岡政次、（受取）
三井物産会社松岡護、大きく「返済済　やじ」と上書き有

⑧ 借用証 明治 21 年 10 月 31 日付、（差出）品川弥二郎代片岡政次、（受取）
三井物産会社松岡護、大きく「返済済　やじ」と上書き有

⑨ 御立換金並利子勘定書 明治 21 年 5 月付、三井物産会社調製、品川弥二郎宛

⑩ 〔領収書〕 年不詳 3 月 22 日付、（差出）姉小路公義、宮内省用箋、金
700 円（独逸国留学生山本悌二郎行）

⑪ 御立換金勘定書 明治 20 年 10 月 31 日付、三井物産会社調製、品川弥二郎宛
⑫ 御立換金勘定書 明治 20 年 10 月 31 日付、三井物産会社調製、品川弥二郎宛
⑬ 御立換金利息勘定 明治 20 年 12 月 31 日付、三井物産会社調製、品川弥二郎宛
⑭ 御立換金並ニ利子勘定書 明治 22 年 3 月付、三井物産会社調製、品川弥二郎宛
⑮ 三井物産会社及内蔵寮ノ領収証 領収書 19 枚封入
⑯ 御立換金勘定書 明治 19 年 3 月 5 日付、三井物産会社調製、品川弥二郎宛

（4） R84-1736-2 千岱野牧場
関係書類

① 〔封筒〕

「本願寺関係／北海道乙部村開墾地譲渡証書／一件／〔ここか
ら品川筆〕ヒヤシ／明治廿七年三月三十一日夜小田仏乗九段
ニ来訪、乙部開墾地／ハ今日限り破談□〔切レ〕金ハ後日持
参□□〔切レ〕納シテ可然トノ事談決ス）」と表書

② 譲渡証 控ヵ。明治 24 年付、片岡政次、証人品川弥二郎署名有
③ 渡島国爾志郡乙部村所有財産調書 （3）- ②の添付書類ヵ
④ 譲受約定証 控ヵ。明治 24 年付

⑤ 五年度明治廿四年千岱野牧場上半季出納表／同経費
明細簿 品川の筆跡で「廿五年一月山下官舎やじ」と書込有

⑥ 〔乙部村千岱野牧場面積・土地利用一覧〕
⑦ American Trotting Register 証明書
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（5） R84 -1736 -
3

千岱野牧場
関係書類

① 〔封筒〕

（封筒表）〔品川筆〕◎千岱野測量図／北海道　書類／二十三
年春／二十三年／〔ここから別人の筆跡〕品川顧問官殿　枢密
院書記官／親展（封筒裏）〔品川筆〕北海道事業／二十三年
春　書類／千岱野測量図

② 明治 29 年 4 月 11 日付品川弥二郎宛片岡政次書翰

③ 乙部牧場小作人心得草案 伊東松太郎作成、明治 20 年 7 月起稿、同年 10 月 31 日脱稿、
（1）- ㉒の別紙

④ 千岱野牧場廿七年度前半期会計報告

（6） R85-1742-1 坂本柴門
① 昭和（3）年 10 月 26 日付時永浦三宛坂本柴門書翰
② 品川家御所有地内道路敷地ノ為ニ分割シタル土地調 （6）- ①に同封
③ 渡島国爾志郡乙部村〔図面〕 （6）- ①に同封

（7） R85-1742-2 坂本柴門

① 昭和（3）年 10 月 1 日付時永浦三宛坂本柴門書翰
② 〔分筆前反別一覧〕 （7）- ①に同封
③ 土地家督相続ニ付登記申請 昭和 3 年 9 月 24 日付受付印有
④ 地目変更ニ付登記申請 昭和 3 年 9 月 24 日付受付印有

（8） R85-1742-3 坂本柴門
① 昭和 3 年 10 月 15 日付時永浦三宛坂本柴門書翰
② 〔別紙〕 （8）- ①に同封。登記関係不明点書付

（9） R85-1742-4 坂本柴門 昭和（3）年 7 月 23 日付時永浦三宛坂本柴門書翰
（10） R85-1742-5 坂本柴門 昭和（3）年 7 月 13 日付時永浦三宛坂本柴門書翰

（11） R85-1742-6 坂本柴門

① 土地分筆ニ付登記申請 昭和 3 年 9 月 24 日の受付印有
② 昭和（3）年 11 月 4 日付坂本柴門宛時永浦三書翰写 （10）- ①に同封
③ 昭和（3）年 10 月 29 日付時永浦三宛坂本柴門書簡 （10）- ①に同封
④ 馬匹調 （10）- ①に同封、昭和 3 年 9 月調
⑤ 〔小作台帳原稿〕 三越製便箋 26 枚

（12） R85-1742-7 坂本柴門
① 昭和三年度収支予算〔写〕 便箋。昭和 3 年 7 月 20 日付。端書に「本書ハ昭和三年十一月

廿六日坂本へ返ス」と書込有
② 八月四日発信質問事項 三越製便箋。小作料に関する質問事項を列挙したもの
③ 昭和（3）年 7 月 22 日付時永浦三宛坂本柴門書翰

（13） R85-1742-8 坂本柴門

① 重複関係次第 北海道庁用箋。所有権の重複して登録された箇所についての
通知

② 昭和（3）年 7 月 4 日付時永浦三宛坂本柴門書翰
③ 昭和（3）年 6 月 21 日付時永浦三宛橋本清吉書翰
④ 昭和（3）年 6 月 25 日付時永浦三宛橋本清吉書翰
⑤ 土地処分図
⑥ 爾志郡乙部村大字乙部村土地連絡図
⑦ 土地処分図
⑧ 爾志郡乙部村大字乙部村土地連絡図
⑨ 土地処分図

（14） R85-1742-9 坂本柴門 昭和（3）年 7 月 8 日付時永浦三宛坂本柴門書翰

（15） R85 -1742 -
10 坂本柴門 昭和（3）年 9 月 22 日付時永浦三宛坂本柴門書翰

（16） R85 -1742 -
11 坂本柴門 昭和（3）年 9 月 12 日付時永浦三宛坂本柴門書翰

（17） R85 -1742 -
12 坂本柴門

① 昭和（3）年 6 月 27 日付時永浦三宛坂本柴門書翰
② 昭和 3 年 7 月 2 日付時永浦三宛坂本柴門電報

（18） R85-1744
牧場処有関
係疑問点及
総面積

① 〔封筒〕 （封筒表）「牧場処有関係疑問点及総面積／十一月二十二日坂
本へ再調希望事項」と書込有

② 第三回書状ヲ見タル後／昭和二年十一月二十二日坂
本ニ再調ヲ要求セシ事項 三越製便箋 4 枚。所有関係に関する疑問点を列挙したもの

③ 昭和二年十二月八日松尾豊次氏ニ調査依頼事項 三越製便箋 1 枚
④ 〔牧場所有関係覚書〕 三越製便箋 4 枚
⑤ 乙部村処有地ノ関係 三越製便箋 6 枚
⑥ 図面ト登記トノ比載 三越製便箋 5 枚
⑦ 坂本処有現在開墾田面積 便箋 1 枚

（19） R85-1745 面積調
① 〔封筒〕 （封筒表）面積調、（封筒裏）時永浦三／東京市外代々幡町代々

木初台六三三／小田原急行代々木八幡駅下車八幡裏
② 〔品川家所有農牧場一覧〕 三越製便箋 11 枚
③ 牧場面積調 便箋 3 枚、（端書）「昭和三年四月五日平松貞三郎へ示セシモノ」

（20） R85-1739-1 平松貞三郎
書簡 昭和（3）年 6 月 24 日付時永浦三宛平松貞三郎書簡

（21） R85-1739-2 平松貞三郎
書簡 昭和（3）年 7 月 14 日付時永浦三宛平松貞三郎書簡

（22） R85-1740 内藤勝三郎
書簡 昭和（3）年 10 月 27 日付時永浦三宛内藤勝三郎書簡

（23） R85-1741 大垣勝太郎
書簡

① 設計調査日数予定表
② 設計調査費予算
③ 昭和（3）年 9 月 4 日付時永浦三宛大垣勝太郎書簡 北海道庁用箋、タイピングされたもの
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（24） 193

〔 函 館 県 ⻲
⽥郡⼤野村
農 場 地 報
告〕

① 明治（18）年 6 月 4 日付品川弥二郎宛片岡政次書簡〔写〕
② 明治（18）年 7 月 4 日付品川弥二郎宛片岡政次書簡〔写〕
③ 明治（18）年8月10日付品川弥二郎宛片岡政次書簡〔写〕
④ 明治（18）年 9 月 2 日付品川弥二郎宛片岡政次書簡〔写〕
⑤ 〔大野農場図面〕 （24）- ④の添付書類

（25） 194

明 治 24 年
⼤野農場出
納表・収⽀
明細簿

① 〔元開拓使勧業七重試験場・大野村養蚕場・桔梗村
牧羊場全図〕

② 七年度明治廿四年大野農場出納表　収支明細簿 表紙に「廿五年一月　山下町ニテやじ／片岡ゟ請取」と書込有

（26） 195
元開進会社
⼄部村開墾
地調

（27） 196 ⽚岡政次書
簡 明治 20 年 10 ⽉ 19 ⽇付品川弥二郎宛片岡政次書簡 2 通

（28） 197 北海道開墾
地総勘定調

① 借用証 （差出人）片岡政次、（受取）三井物産会社松岡譲

② 御立換金幷利子勘定書 明治 24 年 4 月付、（差出）三井物産会社勘定方、（受取）品
川弥二郎

③ 記 明治 24 年 4 月 28 日付、（差出）三井物産会社勘定方、（受取）
品川弥二郎

④ 記 明治 24 年 4 月 30 日受取
⑤ 証 明治 22 年 1 月 28 日付、（差出）片岡政次、（受取）松岡譲
⑥ 記 明治 22 年 1 月 28 日付、片岡政次作成

⑦ 証 明治 22 年 4 月 22 日付、（差出）片岡政次、（受取）三井物産
会社松岡譲

⑧ 証 明治 22 年 7 月 30 日付、（差出）片岡政次、（受取）三井物産
会社松岡譲

⑨ 借用証 明治 21 年 12 月 31 日付、（差出）品川弥二郎代片岡政次、（受
取）三井物産会社松岡譲

⑩ 片岡氏渡金 明治 21 年 12 月 31 日付、（差出）三井物産会社函館支店、（受
取）片岡政次

⑪ 証 明治 23 年 10 月 8 日付、（差出）片岡政次、（受取）三井物産
会社松岡譲

⑫ 品川弥次郎殿貸金 明治 23 年 10 月 8 日付、三井物産会社函館支店勘定方作成

（29） 198 ⼄部牧場開
墾収⽀⼤要

（30） 199 千岱野牧場
実測図

（31） 200

江 差 5 万分
の 1 地図
⼤正 5 年測
図

（32） 201

江差 5 万分
の 1 地図
⼤正 6 年測
図

（33） 202

相沼内 5 万
分の 1 地図
⼤正 6 年測
図

（34） 203
⾦刺分県図
北海道其⼀ 
⼤正 13 年版

（35） 204 北海道視察
便覧

註：（１）～（23）は「品川文書 1　書類」所収、（24）～（35）は「品川文書 2　書類」所収。
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渡

島

後

志

胆

振

小坂沢
千岱野

川

松前郡

上磯郡

亀田郡
檜山郡

茅部郡

爾志郡

函館区

大野村

乙部村

小

図1：品川家北海道農牧場位置関係図

附録　明治中期分県地図 ―付・中国／朝鮮／露西亜― 』
註：清水靖夫・有山輝雄監修、高木宏治編集・解題『新聞『日本』

（ゆまに書房、2009年）所収の北海道地形図をベースとして、
北海道立図書館所蔵、北海道内務部地理課編「北海道地形図」
（自治堂、明治29年）、及び（31）より本稿に必要な限りで地名
等の情報を記入した。

凡例
旧国境

郡境

・  畑  ：90 町歩―うち 30 町余は小作人耕作地、うち 50 町余は牧草地
・牧場：450 町余―輪換放牧地
・牧馬：60 頭余―馬車馬が中心。多くは地方の需要に供していた
・牧牛：6 頭―自飼だが、将来的に預け飼にする予定
・家屋：本屋、 農夫舎、 厩舎、 倉庫、 附属数棟
・器械：農具一式
・土塁：5,300 間―牧場の区画・牛馬避けのため
・牧柵：2,000 間余
・排水：5,000 間余
（（1）- ⑰より作成）

図２：「乙部村千岱野牧場現況一班」（明治28年3月現在）
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い
る

２１
が
、
こ
こ
で
は
高
倉
の
研
究
、
及
び
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
の
史
料
を
用

い
て
本
稿
の
関
心
か
ら
必
要
な
範
囲
に
限
っ
て
叙
述
す
る
。

　

開
進
会
社
は
、
岩
倉
具
視
に
よ
る
第
一
五
国
立
銀
行
と
並
ぶ
華
族
資
本
安
定

化
・
増
殖
策
の
一
環
と
し
て
、
岩
橋
に
信
任
し
て
託
さ
れ
た
事
業
で
あ
っ
た

２２
。

明
治
一
七
年
を
限
り
耕
作
者
を
募
る
と
と
も
に

２３
、
開
業
と
同
時
に
北
海
道
の
官

有
地
一
〇
万
町
歩
の
無
代
下
付
の
許
可
を
得
、
一
五
年
期
で
開
墾
す
る
目
的
を

掲
げ
た

２４
。
明
治
一
二
年
、
函
館
下
湯
川
村
に
第
一
会
所
、
渡
島
国
爾
志
郡
乙
部

村
に
第
二
会
所
、
胆
振
国
山
越
郡
長
万
部
村
に
第
三
会
所
を
置
く

２５
。
事
業
は
開

拓
使
が
監
督
し
、
特
別
の
保
護
を
与
え
て
損
失
の
出
な
い
よ
う
に
取
り
計
ら
わ
れ

て
い
た

２６
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
資
金
繰
の
当
て
が
外
れ
た
こ
と
や
頼
み
の
綱
の
開
拓
使
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
、
同
社
の
株
金
を
預
け
て
い
た
一
三
銀
行
が
多
額
の
負
債
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
同
行
に
も
関
わ
る
岩
橋
が
会
社
の
株
金
を
同
行
の
負
債

償
却
に
充
て
て
し
ま
い
社
内
の
紛
議
を
招
い
た
こ
と
、
そ
の
紛
議
の
の
ち
社
長
岩

橋
が
急
死
し
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
、明
治
一
五
年
に
は
解
散
同
様
の
姿
と
な
り
、

一
七
年
に
解
散
と
な
る

２７
。

　

こ
の
当
時
農
商
務
大
輔
で
あ
っ
た
品
川
は
、
最
終
局
面
で
岩
橋
が
問
題
の
先
延

ば
し
の
た
め
に
社
長
に
推
し
立
て
た
森
尾
茂
助
解
任
の
手
引
き
を
す
る
重
要
な
役

回
り
を
演
じ
た
。
政
府
保
護
の
大
事
業
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ほ
ど
の
損
失
を

抱
え
る
前
に
撤
退
す
る
と
い
う
判
断
を
下
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

紛
議
が
一
通
り
の
解
決
を
見
た
明
治
一
六
年
、
品
川
は
栃
木
県
那
須
野
に
所

有
し
て
い
た
農
牧
場
の
経
営
管
理
主
任
者
・
片
岡
政
次

２８
を
北
海
道
に
派
遣
し
、

開
拓
地
を
求
め
て
調
査
さ
せ
た
後
、
二
〇
年
頃
に
至
り
、
開
進
会
社
第
二
会
所
が

置
か
れ
て
い
た
乙
部
村
の
地
所
を
譲
り
受
け
て
い
る

２９
。
当
時
、
開
進
会
社
事
業

は
放
棄
地
が
多
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

３０
の
で
、
品
川
は
こ
れ
を
見
か
ね
、

か
つ
て
開
拓
使
・
農
商
務
省
で
保
護
し
な
が
ら
成
功
し
な
か
っ
た
開
進
会
社
の

開
拓
事
業
の
一
部
を
引
き
継
ぎ
、
自
ら
の
手
で
成
功
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

品
川
が
北
海
道
に
獲
得
し
た
地
所
は
他
に
も
あ
っ
た
。
品
川
は
農
商
務
大
輔
の

ま
ま
函
館
県
の
管
轄
と
な
っ
た
亀
田
郡
（
図
１
）
の
地
所
購
入
を
申
請
し
、
明
治

一
七
年
一
月
一
九
日
に
許
可
さ
れ
る

３１
。
北
海
道
地
所
払
下
規
則
の
制
限
を
超
え

た
面
積
を
購
入
す
る
た
め
に
ダ
ミ
ー
の
二
名
連
名
で
購
入
し
た
の
ち
譲
り
受
け
る

手
筈
で
進
め
、
県
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
た

３２
。

　

同
年
四
月
八
日
付
「
品
川
購
入
地
所
管
理
人
片
岡
政〔
マ
マ
〕治
函
館
へ
出
発
ノ
件
」

３３
、

及
び
同
日
付
「
函
館
県
下
ニ
於
テ
品
川
購
入
地
所
開
墾
ノ
タ
メ
片
岡
政〔
マ
マ
〕治
差
遣

ノ
件
」

３４
に
は
、
品
川
が
購
入
し
た
土
地
の
管
理
の
た
め
片
岡
を
函
館
に
送
っ

た
と
あ
る

３５
。
こ
れ
が
、
後
に
「
大
野
農
場
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

管
理
も
ま
た
片
岡
に
委
ね
ら
れ
た

３６
。
同
時
に
、
乙
部
村
の
開
墾
地
の
名
称
も

「
乙
部
牧
場
」
と
定
め
ら
れ
た

３７
。
明
治
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
付
品
川
弥
二
郎

宛
片
岡
政
次
書
簡
に
は
、「
当
地
及
ビ
乙
部
牧
場
」
と
い
う
表
記
が
見
え

３８
、
別

の
と
こ
ろ
で
は
「
乙
部
牧
場
ト
大
野
農
場
ト
ノ
二
部
ト
ナ
シ
ア
リ
タ
リ
」

３９
と
い

う
記
述
も
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
品
川
の
北
海
道
農
牧
場
は
、「
大
野
農
場
」+

「
乙
部
牧
場
」
の

二
本
立
て
で
管
理
さ
れ
て
い
た

４０
こ
と
、
そ
し
て
両
方
と
も
に
管
理
主
任
と
な
っ

た
の
は
片
岡
政
次
で
あ
っ
た
こ
と
の
二
点
を
、
こ
こ
で
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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（
２
）「
千
岱
野
牧
場
」
と
は

　

そ
れ
で
は
、
大
野
農
場
＋
乙
部
牧
場
か
ら
成
り
立
つ
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
と
、

の
ち
に
「
千
岱
野
牧
場
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
は
い
か
な
る
関
係
に

あ
っ
た
の
か
を
次
に
確
認
し
た
い
。

　

表
２
は
、「
品
川
文
書
１　
書
類
」
所
収
の
「
面
積
調
」
中
、封
筒
表
に
「
面
積
調
」

と
書
か
れ
、
裏
に
「
時
永
浦
三
／
東
京
市
外
代
々
幡
町
代
々
木
初
台
六
三
三
／
小

田
原
急
行
代
々
木
八
幡
駅
下
車
八
幡
裏
」
と
印
字
さ
れ
た
封
筒
に
入
っ
て
い
る
書

類
群
、
及
び
同
所
収
「
牧
場
処
有
関
係
疑
問
点
及
総
面
積
」
か
ら
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
走
り
書
き
に
近
い
覚
書
で
あ
る
。
後
者
の
書
類
の

入
っ
て
い
た
封
筒
は
、
表
面
に
「
十
一
月
二
十
二
日
坂
本
へ
再
調
希
望
事
項
」
と

書
込
み
が
あ
り
、
一
枚
目
欄
外
に
「
第
三
回
書
状
ヲ
見
タ
ル
後
昭
和
二
年
十
一
月

二
十
二
日
坂
本
ニ
再
調
ヲ
要
求
セ
シ
事
項
」
と
あ
る
。
こ
れ
と
（
６
）
〜
（
17
）

の
阪
本
柴
門
書
簡
全
一
二
通
及
び
（
20
）
〜
（
23
）
の
書
簡
を
対
照
さ
せ
る
と
、

こ
れ
ら
の
書
類
は
昭
和
二
年
末
か
ら
三
年
に
か
け
て
、
品
川
家
の
家
督
相
続
に
際

し
、
北
海
道
の
乙
部
牧
場
ほ
か
数
カ
所
に
つ
き
、
品
川
家
と
「
坂
本
」（
＝
坂
本

柴
門
：
後
述
）、
片
岡
ら
の
関
わ
る
所
有
地
関
係
が
登
記
証
・
抄
本
と
売
渡
証
等

と
で
齟
齬
す
る
た
め
、
相
続
人
品
川
清
太
郎
の
実
父
・
時
永
浦
三

４１
が
坂
本
に
依

頼
し
て
調
査
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
２
の
内
容
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
昭
和
二
、三
年
時
点
で
品
川
家
が
所
有
し

て
い
た
、
あ
る
い
は
か
つ
て
所
有
し
て
い
た
農
牧
場
の
う
ち
、
字
名
が
「
千
岱
野
」

で
あ
る
も
の
は
全
七
筆
の
み
（
表
２
中
太
字
・
下
線
の
部
分
）
で
あ
り
、
大
部

分
が
牧
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
弥
一
の
死
後
、
字
千
岱
野
以
外
の
土
地
の
多

く
は
譲
渡
な
ど
を
経
て
、昭
和
初
期
に
は
品
川
家
の
所
有
を
離
れ
て
い
る
。
一
方
、

明
治
四
三
年
刊
行
の
『
品
川
子
爵
伝
』
で
は
す
で
に
「
千
岱
野
牧
場
」
の
名
称
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
ま
で
に
は
こ
の
名
称
が
成
立
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
千
岱
野
牧
場
」
と
は
、
品
川
家
所
有
農
牧
場
の
う
ち
字
千

岱
野
に
所
在
す
る
牧
場
の
み
を
指
し
て
呼
ば
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
後
に
品

川
弥
一
が
継
承
し
た
字
千
岱
野
の
牧
場
と
、
そ
の
他
の
乙
部
村
所
在
の
若
干
の
農

場
等
を
含
め
て
、
弥
二
郎
死
後
に
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
全
体
を
指
す
も
の
と
し

て
徐
々
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
弥
二
郎
存
命
中
に
は
先
述
し
た
通
り
「
乙
部
牧
場
」「
大
野
農
場
」
の

呼
称
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
専
ら
で
あ
っ
た
が
、「
千
岱
野
牧
場
」
の
名
称
が
見
え

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
は
、
よ
り
厳
密
に
「
字
千
岱
野
」

の
地
所
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

二　

品
川
家
北
海
道
農
牧
場
を
め
ぐ
る
人
的
関
係

　

本
章
で
は
、
筆
者
が
旧
稿
で
実
践
し
た
「
品
川
マ
ト
リ
ク
ス
」
の
手
法
を
用
い

て
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
に
お
け
る
人
的
関
係
と
そ
の
強
弱
を
複
数
の
観
点
か

ら
概
観
す
る
。

　

ま
ず
、『
品
川
文
書
』
一
～
八
、
お
よ
び
「
品
川
文
書
１
／
２　

書
簡
／
書
類
」

所
収
の
書
簡
を
悉
皆
調
査
し
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
に
関
す
る
話
題
に
触
れ
た

書
簡
か
ら
日
表
を
作
成
し
、
そ
の
発
信
者
、
お
よ
び
同
一
書
簡
内
に
登
場
す
る
人

名
を
登
場
す
る
順
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
次
に
、
表
１
所
載
の
史
料
や
そ
の
他

の
史
料
、
辞
典
類
等
よ
り
そ
れ
ら
の
人
物
の
履
歴
・
肩
書
を
調
べ
る
と
と
も
に
、

史
料
上
の
登
場
回
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
計
上
に
あ
た
っ
て
は
、
単
純
に
書
簡
上
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表 2：品川家所有農牧場の変遷（昭和 2 年末～ 3 年調）
（19）「面積調」

所収一覧表中
の印

郡 村 字以下 地目 反別 沿革・現状

無 爾志郡 乙部村

小坂下 2 番の 2 畑 2 町 6 反 6 畝 23 歩
明治 24年4月9日  本願寺から
譲渡を受けるとの書簡来り片岡
より品川へ持参。大洲・小田・
赤松連名（本文中明治（24）年
4 月 9 日付品川弥二郎宛大洲・
小田・赤松書簡） 
明治 27 年 3 月　大谷家経営を
やめ、一時経営者不明 
明治 28 年春　太田伊八投宿 
明治 31 年春頃　品川家、経営
主任となる（所有者は片岡で
あったと思われる） 
明治 35 年 7 月 14 日　片岡より
品川へ売却

大正 2 年 6 月 3 日
坂本に譲渡、大正 2 年
5 月 20 日分割登記し、
一部は品川家所有 ?小坂下 2 番の 5 畑 5 反 5 畝 9 歩

小坂下 2 番の 3 宅地 1 町 5 反 9 畝 11 歩 後、坂本所有となる
小坂下 2 番の 4 田 2 反 1 畝 25 歩 後、坂本所有となる
小坂下 2 番の 1 畑 1 町 7 反 4 畝 20 歩 後、坂本所有となる
蕨岱 1 番 畑 17 町 4 反 2 畝 21 歩 品川家所有
蕨岱下 2 番 畑 5 反 6 畝 10 歩 品川家所有
蕨岱下 3 番 畑 3 町 2 反 24 歩 品川家所有

千岱野 3 番 畑 4 町 5 反 3 畝 24 歩 品川家所有、一部道路
敷地として面積減少

千岱野 3 番 畦畔 5 反 4 畝 14 歩 品川家所有
千岱野 3 番の 1 畑 6 反 7 畝 28 歩 品川家所有
千岱野 4 番の 2 畑 6 反 9 畝 6 歩 品川家所有

□ 爾志郡 乙部村

小川 120 番 畑 1 反 4 畝 18 歩
明治 13 年 3 月 1 日　山本巳之吉に付与 
その後品川弥一が北海道国有未開地処分法により売却
を受け、大正末に許可される

小川番外地 建物 4 棟
明治20年7月25日　鴻池銀行支配人松村良平所有地で、
管理人生沢源十郎が居住していたものを片岡が譲り受
け、登記申請

小川 地所建物 347 町 明治 20 年 7 月 26 日　片岡が譲り受け登記

□■ 爾志郡 乙部村 大字乙部村 290 番 牧場 50 町 3 反 5 畝 25 歩

明治 37 年 10 月 5 日　官有地中、品川家へ無償貸与許可 
明治 42 年 11 月 9 日　品川家へ無償付与許可 
同年　品川家撤退 
大正 2 年 9 月 17 日　品川家より坂本へ譲渡登記 
その後品川弥一が北海道国有未開地処分法により売却
を受け、大正末に許可される 
大正 13 年 12 月 22 日　品川家、東京より北海道へ移転、
名義人表示変更登記

○ 爾志郡 乙部村

小坂下 3 番の 1 畑 1 町 2 反 5 畝 1 歩

太字は無印太字と同様ヵ 
明治 27 年 6 月 29 日　片岡より官有地の無償下付出願 
明治 29 年 8 月 31 日　片岡へ無償下付 
字大谷地 1 番、15 番はそれぞれ大正 5 年 2 月 6、7 日に
坂本所有となる 
字大谷地のその他の土地、字小坂下も、その後坂本所
有となる 
字千岱野の牧場、字蕨岱・字小川の畑地は品川家所有

小川 138 番 畑 8 反 9 畝 24 歩
蕨岱 2 番 畑 1 町 6 反 3 畝 1 歩
蕨岱 3 番 畑 8 町 3 反 2 畝 22 歩
蕨岱 4 番 畑 23 町 6 反 7 畝 25 歩
大谷地 1 番の 1 畑 1 反 6 畝 8 歩
大谷地 1 番の 3 畑 7 畝 21 歩
大谷地 1 番の 2 宅地 8 畝 10 歩
大谷地 15 番 畑 4 町 1 反 7 畝 19 歩
大谷地 16 番 畑 2 町 9 反 2 畝 21 歩
大谷地 17 番 畑 11 町 7 畝 21 歩
大谷地 18 番 畑 2 町 8 反 2 畝 3 歩
大谷地 19 番 畑 1 町 9 反 4 畝 1 歩
千岱野 5 番 牧場 105 町 2 反 1 畝 18 歩
千岱野大川端 6 番 牧場 52 町 5 反 1 畝 14 歩
千岱野利右衛門畑 7 番 牧場 65 町 6 反 9 畝 19 歩

△ 爾志郡 乙部村 水堀、小坂沢、
一本木沢 1 番

牧場
→山林 （※2） 398 町 1 歩

明治 21 年 8 月 27 日　片岡より官有地貸下げ出願 
9 月 30 日　貸下げ許可 
明治 33 年 9 月 25 日　片岡富士丸に名義人変更 
明治 34 年 6 月 28 日　片岡へ無償付与 
同年 11 月 15 日　片岡富士丸が名義保存登記 
明治 35 年 7 月 15 日　片岡家より品川家へ売却登記 
うち 30 町歩は坂本も譲渡を受けるも分割登記未済

表外（※ 1） 亀田郡 大野村 大字大野字清水 140 番 田 6 畝 27 歩ほか 15 筆
明治 34 年　内山吉太に売却（※ 3）。 
内山はその後「函館ノ金持」に売却し、調査時点では
別荘になっている

（註 1）（19）をもとに、（18）により情報を補い作成。原本はいずれも三越製罫紙にペン書。 
（註 2）地目・反別は坂本による登記証調査時点の面積による。その後実測や開墾の進展等による若干の反別の異同や地目の変化、土地台帳上の遺漏等があっ
たと思われ、昭和 3 年 4 月 5 日付の調査書類とは異なる部分もある。 

（註 3）濃い灰色で網掛けした地所・薄い灰色で網掛けした地所・網掛けなしの地所は、それぞれ昭和 2 年時点における坂本所有地、品川所有地、片岡所有
地およびその他である。 

（※ 1）「表外」とは、（18）所収史料にのみ記載のあるものを指す。 
（※ 2）この地目変更は、大正 11 年 6 月 20 日、免訴期限の際の檜山税務署による実地調査の結果である（昭和 3 年 7 月 23 日付時永浦三宛坂本柴門書簡 <「品
川文書（その 1）書類」R85-1742-4>）。 

（※ 3）この時の売却代金中 6,000 円は品川弥一へ、うち 600 円は片岡へ分与された。残り1,000 円あったとのことだが、使途は不明であると記されている。
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に
人
名
の
登
場
す
る
回
数
を
計
上
し
、
発
信
者
と
し
て
登
場
す
る
場
合
は
一
件
と

し
た
。
そ
し
て
、「
経
営
上
の
貢
献
」「
技
術
上
の
貢
献
」
の
二
つ
の
観
点
か
ら
次

の
基
準
で
点
数
化
し
た
。

　
「
経
営
上
の
貢
献
」

　
　

農
牧
場
内
部
で
経
営
に
関
わ
っ
て
い
る
＝
五
点

　
　

現
場
管
理
に
関
わ
っ
て
い
る
＝
四
点

　
　

資
金
の
み
貸
与
（
援
助
）
し
て
い
る
＝
三
点

　
　

そ
れ
以
外
＝
〇
点

　
「
技
術
上
の
貢
献
」

　
　

内
部
で
技
術
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
＝
五
点

　
　

一
時
的
に
滞
留
・
訪
問
し
て
技
術
指
導
・
相
談
に
当
っ
て
い
る
＝
四
点

　
　

原
材
料
等
の
提
供
を
し
て
い
る
＝
三
点

　
　

そ
れ
以
外
＝
〇
点

　

こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
原
表
を
も
と
に
、
人
物
を
平
面
上
に
配
置
し
た
の

が
図
３–

１
で
あ
る
。
図
上
で
は
更
に
、
書
簡
上
の
登
場
回
数
ご
と
に
枠
線
の
太

さ
や
網
掛
け
を
変
え
て
あ
る
。
対
象
書
簡
中
の
登
場
回
数
が
一
〇
回
以
上
の
者
に

は
太
枠
線+

網
掛
け
を
、
六
～
九
回
の
者
に
は
中
枠
線
を
、
五
回
以
下
の
者
に

は
細
枠
線
を
施
し
た
。

　

こ
う
し
て
で
き
た
図
３‒

１
は
、
あ
く
ま
で
個
々
の
人
物
と
品
川
家
北
海
道
農

牧
場
と
の
関
係
性
の
一
端
や
そ
の
強
弱
を
可
視
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
分

布
す
る
人
物
相
互
の
関
係
性
は
表
現
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
図
上
に
人
物
間

の
横
の
繋
が
り
が
わ
か
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
履
歴
や
肩
書
か
ら
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

し
た
も
の
が
図
３–

２
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
経
営
に
は
、
片
岡
政
次
を
中
心
と

し
て
四
人
の
人
物
が
中
心
と
な
っ
て
関
わ
り
、
資
金
面
で
は
大
き
く
分
け
て
三
井

物
産
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
一
方
技

術
面
で
は
、
大
き
く
分
け
て
三
河
産
業
界
・
群
馬
の
老
農
、
那
須
野
の
富
農
の
関

与
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
経
営
・
技
術
上
の
貢
献
者
は
そ
れ
ぞ
れ
ほ
と

ん
ど
重
な
ら
な
い
が
、
ひ
と
り
太
田
伊
八
の
み
が
経
営
・
技
術
の
両
面
に
お
い
て

顕
著
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
人
的
関
係
の
概
観
を
も
と
に
、
図
上
に
表
現
で
き
な
か
っ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
関
与
の
実
態
や
そ
の
経
時
的
変
化
に
つ
い
て
、
以
下
の
章
で
確
認
し
て
い
き
た

い
。

 　
　

三　

品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
経
営
的
側
面

　
　
（
１
）
品
川
家
農
牧
場
の
収
支
と
収
入
源 

― 

三
井
物
産
・
井
上
馨

　

表
３
～
７
は
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
経
営
状
態
を
断
片
的
に
示
す
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
本
章
で
は
品
川
家
農
牧
場
の
経
営
を
支
え
た
人
び
と

と
、
そ
こ
に
現
れ
る
思
想
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
表
４
・
６
・７
を
見
る
と
、
表
７
の
明
治
二
四
年
中
の
支
払
い
高

≒

表
４

の
「
出
」

≒

千
岱
野
牧
場
経
費
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
、
表
４
・
６
を
見
る
と
、
明
治
二
〇
年
代
の
品
川
家
北
海
道
農
牧
場

は
、
牧
場
に
限
っ
て
み
た
場
合
、
経
費
の
大
半
を
三
井
物
産
会
社
函
館
支
店
か
ら

の
借
金
に
よ
り
賄
っ
て
い
た
こ
と

４２
、
支
出
は
「
経
費
」（
牧
場
用
物
品
、
消
耗
品
、

飼
料
な
ど
牧
場
の
現
場
で
必
要
な
も
の
）
の
み
で
あ
り
、
牧
場
収
入
か
ら
は
返
済

し
て
お
ら
ず
、
表
５
を
見
る
と
、
こ
の
返
済
に
か
か
る
別
会
計
が
存
在
し
た
こ
と

七
一

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―
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図 3-2：品川家北海道農牧場における人的関係ーグループ化

図 3-1：品川家北海道農牧場における人的関係
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が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
中
央
会
計
＝
表
４

「
本
邸
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
表
５
か
ら
明
治
二
一
年
の
借
入
だ
け
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
一
年
で
約

七
二
〇
〇
円
増
加
し
て
い
る
。
返
済
は
約
五
六
〇
〇
円
で
あ
る
か
ら
、
一
年
で
マ

イ
ナ
ス
一
六
〇
〇
円
程
度
だ
が
、比
較
的
順
調
に
返
済
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

日
数
を
見
て
も
、
十
数
日
～
一
二
〇
日
程
度
が
大
半
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
年
内

の
運
転
資
金
と
し
て
借
り
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
井
上
馨
が
そ
の

半
額
以
上
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
井
上
の
力
添
え
が
な
け
れ
ば
年
々

の
や
り
く
り
も
ま
ま
な
ら
な
い
経
営
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
付
言
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

一
方
で
、
そ
の
前
年
末
の
数
万
円
単
位
の
借
金
に
は
あ
ま
り
手
を
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
額
の
面
か
ら
考
え
て
農
牧
場
の
創
業
費
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
表
３
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
表
３
の
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅳ
に
あ
る
短
期
間
の
借
入
は
順
調
に
皆
済
で
き
て
い
る
の
に
対
し
、
期
間
が
不
明

の
比
較
的
多
額
の
借
入
Ⅲ
は
ほ
と
ん
ど
返
済
で
き
て
い
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
品
川
家
農
牧
場
は
、
短
期
的
な
借
入
（
＝
運
転
資
金
）
は

年
内
に
返
済
で
き
て
い
る
が
、
長
期
的
な
借
入
（
＝
創
業
費
）
に
は
な
か
な
か
手

が
付
け
ら
れ
な
い
経
営
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
返
済
の
た
め
の
資
金
の
か
な

り
大
き
な
部
分
を
井
上
馨
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

次
に
、
表
４
・
６
を
別
の
観
点
か
ら
眺
め
て
み
た
い
。「
千
岱
野
牧
場
」
に
つ
い

て
は
、
収
入
の
う
ち
借
金
が
占
め
る
割
合
は
明
治
二
〇
年
代
を
通
し
て
徐
々
に
小

さ
く
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
二
四
年
度
は
収
入
の
約
七
四
％
、
明

治
二
七
年
度
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
収
入
の
半
額
を
借
入
金
が
占
め
る
状
況
で

表 4：明治 24 年度千岱野牧場収支計算表

出

経　費 603 円 021

剰余金 本邸へ返却分＝大野農場え貸 65 708

計 668 729

入

請　金 三井請金（明治 24 年 1 月～ 6 月） 500 000

繰越金 明治 23 年度繰越金 168 729

計 668 729

註：（4）- ⑤ より作成。

表 3：明治 17 年～ 23 年における品川家の北海道農牧場関係借入金額

番号 借入期間 返済期日 借入元金（※） 期日までの返済状況

Ⅰ 明治 17 年 5 月 19 日～ 20 年 11 月 15 日 明治 21 年 11 月 30 日 4,466 円 412 皆済

Ⅱ 明治 20 年 11 月 24 日～ 12 月 30 日 明治 21 年 11 月 30 日 376 083 皆済

Ⅲ 明治 20 年 12 月 31 日～ 21 年 4 月 30 日 不明 33,536 335 明治 21 年 5 月までに 5628 円 1 厘返済

Ⅳ 明治 21 年 1 月 17 日～ 10 月 31 日 明治 22 年 6 月 2,159 790 皆済

Ⅴ 明治 19 年～ 22 年 4 月 明治 22 年 4 月 11 日 17,734 747 皆済

Ⅵ 明治 21 年 12 月～ 23 年 10 月 不明 3,642 明治 23 年 12 月に 700 円返済

（註）Ⅰの「借入期間」・「借入元金」は史料（3）- ③・④、「返済期日」・「期日までの返済状況」は史料（3）- ②より、Ⅱの「借入期間」・「借入元金」は
史料（3）- ⑥、「返済期日」・「期日までの返済状況」は史料（3）- ⑦より、Ⅲは史料（3）- ⑨より、Ⅳの「借入期間」・「借入元金」は史料（3）- ⑤、

「返済期日」・「期日までの返済状況」は史料（3）- ⑧より、Ⅴは史料（3）- ⑭より、Ⅵは史料（2）より作成。
（※）③の借金のみは元利合計を記した。
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表 5：三井物産会社より品川家への借入金明細（明治 21 年 5 月調）
年 月 日 借入金額 日数 利息 摘要

明治 20 10 31 23101 円 301 612 円 659 10 月 31 日時点での残額
12 31 376 083 122 10 056 明治 20 年 12 月 31 日函館にて

片岡受取＝表 3 の借入金Ⅱ
明治 21 1 9 1,000 130 24 767

1 10 200 112 4 91
3 7 1,500 55 18 082
3 7 600 55 007
3 9 2,000 53 23 233
3 23 1,500 39 12 824
4 18 1,000 13 2 849

小計 30,677 984 709 387
明治 20 年 12 月 31 日
付利子勘定書記載の
元利合計

2148 円 96 銭４厘

元利合計 33,536 335
年 月 日 返済金額 日数 利息 摘要

明治 20 10 31 48 円 394 82 1 円 93 同日時点での過剰尻
12 13 700 140 21 479 中山道公債 2000 円の利子（※）
12 31 400 122 10 699 返済

明治 21 1 18 1,000 140 22 795 返済
1 20 200 102 4 471 返済
4 5 3,200 26 18 236 井上馨より入金

小計 5548 094 79 607
元利合計 5628 円 1 厘
差引残 27908 円 33 銭 4 厘

（註）史料（3）- ⑨より作成。
（※）この中山道鉄道公債は、品川の勧めにより牧場資本として備えるようになったもので、23 年 9 月には三井物産
函館支店松岡譲個人への預金としたものと思われる（（1）- ⑭）。

表 6：明治 27 年度千岱野牧場収支計算表
出

経　費 628 円 022

計 628 022
入

請　金 東京片岡君請金 300 円 000
繰越金 26 年度後半期未決金 19 834
収入金 242 867
不足金 27 年度後半期繰越支払 66 321

計 628 022

註：史料（5）- ④より作成。同書類添付の経費明細書には「明治廿七年度前半期会計報告　自明治廿七年七月一日　
至同年十二月三十一日」とあるので、乙部村農牧場の会計年度は七月～翌年六月であったことがわかる。

表 7：千岱野牧場創業以降実費支出額
目 摘要 正金 利子

地代 明治年　牧場全地譲受代 650.000（円） 260.000

事業費 初年度　廿年中　支払い高 359.600 143.840

事業費 二年度　廿一年中　支払い高 1,336.746 427.760

事業費 三年度　廿二年中　支払い高 1,498.388 359.613

事業費 四年度　廿三年中　支払い高 1,689.399 270.304

事業費 五年度　廿四年中　支払い高 600.000 48.000

合計 6,133.833 1,509.517

元利合計 7,641.350

（注 1）明治（23）年 2 月 27 日付品川弥二郎宛片岡政次書簡別紙（『品川文書』8、493 頁）より作成。
『品川文書』8 の翻刻では、金額は位の区切りがなく、単位の記載もないが、原本及び表 4・6、（4）- ②
記載の金額と比較し、円以上・以下の区切りを明確にした。

（註 2） 5 年度は、前半期支払い高を 600 円と仮定して算出している。利子は年 8％として算出している。
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あ
っ
た

４３
。

　

以
上
か
ら
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
経
営
は
、
明
治
二
〇
年
代
を
通
じ
て

徐
々
に
事
業
収
入
を
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
経
費
を
借
入
金
に

よ
り
賄
う
状
況
で
あ
り
、
品
川
家
は
そ
の
資
金
繰
り
に
困
難
を
生
じ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　
　
（
２
）
西
本
願
寺
と
の
相
互
依
存
関
係

　

前
項
で
見
た
よ
う
な
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
経
営
を
一
時
的
に
救
済
し
た
と
思

わ
れ
る
組
織
が
あ
っ
た
。
図
３‒

１
で
（
３
、０
）
の
地
点
に
集
中
し
て
い
た
真

宗
本
願
寺
派
で
あ
る
。

　
　

其
御
所
有
北
海
道
千
岱
野
開
拓
地
御
譲
渡
之
儀
相
願
度
候
間
、
御
承
諾
被

　
　

下
度

４４

　

右
は
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
四
月
一
八
日
付
で
品
川
に
宛
て
て
、
西
本

願
寺
の
執し
ぎ
ょ
う行
長ち
ょ
う

４５
大
洲
鉄
然
と
、
会
計
担
当
の
執
行
・
小
田
仏
乗

４６
、
同
じ
く

執
行
の
赤
松
連
城
が
送
っ
た
書
簡
の
一
節
で
あ
る
。
大
洲
・
小
田
・
赤
松
は
維
新
後

西
本
願
寺
の
宗
政
を
掌
握
し
た
「
防
長
グ
ル
ー
プ
」
役
僧

４７
で
あ
る
。
特
に
こ
の

書
簡
の
時
期
の
西
本
願
寺
宗
政
は
大
洲 

― 

小
田
体
制
に
よ
る
運
営
が
な
さ
れ
て

い
た
と
さ
れ
て
い
る

４８
。
し
た
が
っ
て
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
二
四
年
四
月
頃
、
西
本

願
寺
の
「
防
長
グ
ル
ー
プ
」
役
僧
が
中
心
と
な
っ
て
品
川
の
持
つ
「
千
岱
野
牧
場
」

の
譲
渡
を
求
め
て
動
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
西
本
願
寺
（
大
谷
家
）
は
品
川
家
所
有
北
海
道
農
牧
場
の
う
ち
、
字

千
岱
野
の
全
て
の
地
所
を
譲
渡
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
表
２
を
再
度
検
討

す
る
と
、
品
川
が
こ
の
時
大
谷
家
に
譲
渡
し
た
土
地
と
思
わ
れ
る
も
の
は
表
中
無

印
と
〇
印
の
一
部
（
字
大
谷
地
一
番
畑
、
字
千
岱
野
牧
場
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
、
表
２
註
１
記
載
の
史
料
の
ほ
か
、
明
治
二
四
年
「
譲
渡
証
」

４９
に

よ
り
割
り
出
し
た
推
定
に
基
づ
く
。
右
書
類
に
よ
る
と
、
品
川
家
か
ら
大
谷
家
へ

譲
渡
さ
れ
た
の
は
「
爾
志
郡
乙
部
村
支
小
川
」
畑
三
四
町
八
反
四
畝
七
歩
、
原
野

二
九
九
町
一
反
六
畝
二
〇
歩
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
を
「
譲
渡
証
」
の
別

紙
「
財
産
調
書
」
及
び
こ
れ
を
作
成
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
覚
書

に
よ
り
確
認
す
る
と
、
そ
の
反
別
は
ほ
ぼ
表
２
の
無
印
と
〇
印
中
字
大
谷
地
一
番

畑
、
字
千
岱
野
牧
場
の
そ
れ
に
相
当
す
る
。
面
積
・
地
目
が
後
の
実
測
等
に
よ
り

変
動
し
た
可
能
性
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
の
「
千
岱
野
牧
場
」
と
の
呼
称
を
考
慮
に

入
れ
る
と
、
お
そ
ら
く
右
の
推
定
で
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
西

本
願
寺
」
で
は
な
く
「
大
谷
家
」
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き

た
い
。

　

こ
の
大
谷
家
と
品
川
と
の
「
千
岱
野
牧
場
」
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
に
関
し
て
、

無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
記
述
が
あ
る
。
表
１
の
史
料
（
18
）「
牧
場
処
有
関

係
疑
問
点
及
総
面
積
」
中
の
覚
書
に
あ
る
も
の
で
、
表
２
無
印
の
地
所
に
関
す
る

と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
一
節
で
あ
る
。

二
十
四
年
マ
デ
ハ
一
万
円
ヲ
入
レ
ル
。
品
川
家
ヨ
リ
定
メ
ニ
テ
本
願
寺
カ
買

フ
コ
ト
ヽ
ナ
ル
（
一
度
光
尊
カ
カ
イ
タ
ル
モ
、
事
実
ハ
品
川
ヲ
タ
ス
ケ
タ
ル

ナ
リ
）
又
本
願
寺
ヨ
リ
モ
ラ
イ
タ
リ
。
但
シ
本
願
寺
へ
ヤ
リ
タ
ル
如
ク
名
義

ハ
カ
へ
サ
リ
シ
ナ
リ
〔
傍
線
部
は
引
用
者
に
よ
る
〕

　

こ
こ
か
ら
は
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
品
川
→
大
谷
家
へ

の
売
却
は
、
法
主
大
谷
光
尊
が
「
品
川
ヲ
タ
ス
ケ
タ
」
形
で
あ
っ
た
と
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
②
品
川
→
大
谷
家
へ
の
売
却
に
よ
り
、
名
義
は
大
谷
家
に
変
更
さ
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れ
た
こ
と
、
③
大
谷
家
→
品
川
へ
の
返
却
は
、
名
義
は
大
谷
家
の
ま
ま
品
川
家
が

経
営
し
て
い
た
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
特
に
、「
品
川
ヲ
タ
ス
ケ
タ
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
表

現
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
品
川
家
に
お
い
て
、
大
谷
家
の
品
川
家
北
海
道
農
牧
場

買
収
は
、
大
谷
家
が
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
経
営
難
を
救
う
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
に
見
た
通
り
、
大
谷
家
は
譲
渡
後
数
年
で
こ
の
土
地
を
手
放
し

て
い
た
。
表
１
中
の
史
料
（
４
）‒
①
に
は
、
表
書
き
に
「
本
願
寺
関
係
／
北
海

道
乙
部
村
開
墾
地
譲
渡
証
書
／
一
件　

ヒ
ヤ
シ

５０　

明
治
廿
七
年
三
月
三
十
一
日

夜
小
田
仏
乗
九
段
ニ
来
訪
、乙
部
開
墾
地
／
ハ
今
日
限
リ
□
〔
ツ
ブ
レ
、「
破
」
ヵ
〕

談
□
□
〔
切
レ
〕
金
ハ
後
日
持
参
□
□
□
□
〔
切
レ
〕
納
シ
テ
可
然
ト
ノ
事
談
決

ス
」
と
品
川
の
筆
跡
で
書
か
れ
た
封
筒
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
大
谷
家
が
「
千

岱
野
牧
場
」
か
ら
手
を
引
い
た
の
は
明
治
二
七
年
三
月
三
一
日
の
小
田
と
の
会
談

以
降
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
二
八
年
三
月
一
三
日
付
の
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡

５１
に
は
、「
乙

部
牧
場
之
件
…
…
相
当
之
引
受
人
有
之
候
ハ
ヽ
全
く
引
渡
候
方
可
然
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
二
八
年
三
月
に
は
品
川
と
同
牧
場
売
却
の
相
談
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
両
者
は
本
願
寺
が
引
き
払
っ
た
後
の
相
続
人
を
探
し
、
小
田
と
引
き
続
き

相
談
を
重
ね
て
い
た
。
事
業
費
の
償
還
が
未
済
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
小
田
は
事
業

費
の
償
還
に
つ
き
、
永
年
賦
、
す
な
わ
ち
無
期
限
と
す
る
こ
と
で
承
諾
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

譲
渡
後
数
年
で
大
谷
家
が
「
千
岱
野
牧
場
」
を
放
棄
し
て
い
る
理
由
は
定
か
で

は
な
い
が
、
こ
の
譲
渡
契
約
が
大
谷
家
に
と
っ
て
本
意
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
品
川
家
・
大
谷
家
を
取
り
次
い
で
い
た
の
が
「
防
長

グ
ル
ー
プ
」
役
僧
で
あ
っ
た
こ
と
、
同
時
期
彼
ら
は
教
団
財
政
も
握
り
、
独
自
の

判
断
で
財
源
拡
大
を
図
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

５２
、
そ
も
そ
も
西
本
願
寺

「
防
長
グ
ル
ー
プ
」
に
対
す
る
最
大
の
抵
抗
勢
力
は
法
主
大
谷
光
尊
で
あ
っ
た
こ

と
５３
な
ど
を
考
え
併
せ
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
次
に
品
川
家
側
の
取
次
で
あ
る
片
岡
と
大
谷
家
側
の
委
託
人
で

あ
っ
た
坂
本
柴
門
の
関
係
や
、
当
時
の
西
本
願
寺
教
団
が
進
め
て
い
た
事
業
と
の

関
係
を
見
る
こ
と
で
よ
り
蓋
然
性
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
り

「
千
岱
野
牧
場
」
譲
渡
は
品
川
家
が
大
谷
家
に
「
タ
ス
ケ
」
ら
れ
た
と
い
う
側
面

だ
け
で
は
な
く
、
品
川
家
が
大
谷
家
及
び
西
本
願
寺
教
団
を
「
タ
ス
ケ
」
た
側
面

も
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
「
千
岱
野
牧
場
」
の
譲
渡
契
約
の
際
、
品
川
と
西
本
願
寺
と
の
間
で
、
そ
の
経

営
を
坂
本
柴
門
に
委
任
す
る
と
の
合
意
が
な
さ
れ
た

５４
。
坂
本
の
詳
し
い
経
歴
は

不
明
で
あ
る
が
、
西
本
願
寺
か
ら
経
営
委
託
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
や
、
太
田
伊
八

〔
後
述
〕
が
後
に
北
海
道
で
新
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
牧
畜
の
指
導
を
坂

本
に
仰
ぐ
と
し
て
い
た
こ
と

５５
な
ど
か
ら
、
少
な
く
と
も
農
牧
場
経
営
に
明
る
い

人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
え
る

５６
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
西
本
願
寺
は
多

く
の
僧
侶
が
不
得
手
と
す
る
教
団
経
営
に
在
家
の
篤
信
者
を
用
い
る
こ
と
が
あ
っ

た
５７
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
坂
本
も
熱
心
な
門
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

坂
本
が
熱
心
な
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
著
作
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
坂

本
と
片
岡
政
次
は
、
明
治
二
五
年
五
月
二
〇
日
に
共
著
と
し
て
『
北
海
道
宗
教
殖

民
論
』

５８
な
る
一
書
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
書
は
、巻
頭
の
序
に
「
心
田
開
拓
」
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と
の
品
川
の
揮
毫
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
明
治
二
三
年
二
月
付
）
ほ
か
、
明
治

二
五
年
五
月
付
の
赤
松
連
城
の
「
弁
言
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
品
川
と

西
本
願
寺
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

内
容
面
で
も
、
両
者
の
深
い
関
係
が
見
て
取
れ
る
。
同
書
で
は
「
移
住
民
ヲ
奨

励
シ
当
道
ノ
実
況
ヲ
告
ク
ル
、
推
奨
浮
実
ニ
陥
リ
シ
ヿ
」、「
移
住
民
ヲ
保
護
ス
ル

ニ
有
形
的
保
護
ノ
ミ
ニ
依
頼
セ
シ
ヿ
」、「
移
住
者
ノ
個
々
団
体
ヲ
作
ラ
サ
リ
シ

ヿ
」

５９
を
北
海
道
開
拓
不
振
の
原
因
と
し
、
こ
れ
を
解
消
し
、
開
拓
殖
民
を
振
起

す
る
た
め
に
は
「
有
形
的
保
護
ト
同
時
ニ
無
形
的
保
護
ト
シ
テ
神
経
衛
生
法
ヲ
殖

民
地
ニ
施
行
シ
、
彼
ノ
神
経
衰
弱
症
ニ
陥
ル
モ
ノ
、
及
ヒ
失
望
ト
不
愉
快
ノ
感
情

ヲ
誘
起
ス
ル
モ
ノ
ヲ
未
発
ニ
予
防
シ
テ
、
業
務
上
遭
遇
ス
ル
所
ノ
困
難
苦
痛
ヲ
忍

耐
シ
、
職
業
ニ
勉
励
セ
シ
メ
サ
ル
可
ラ
ス
」

６０
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に

は
「
宗
教
ヲ
殖
民
地
ニ
布
ク
」

６１
の
が
最
良
だ
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
宗
教
と
し

て
最
も
相
応
し
い
の
が
仏
教
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
序
文
、
冒
頭
、
そ
し
て
片

岡
・
坂
本
の
経
歴
か
ら
考
え
る
に
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

こ
と
は
疑
い
な
い
。
同
書
の
刊
行
時
期
や
品
川
の
揮
毫
の
日
付
か
ら
、
お
そ
ら
く

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
考
え
の
骨
子
は
遅
く
と
も
二
三
年
ま
で
に
は
固
ま
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
函
館
に
お
け
る
西
本
願
寺
の
布
教
は
、
こ
の
時
期
江
差
別
院
を
中

心
と
し
て
行
わ
れ
た
。幕
藩
制
下
、松
前
藩
に
お
い
て
も
既
に
寺
院
の
進
出
は
あ
っ

た
が
、
西
本
願
寺
教
団
は
東
本
願
寺
教
団
と
結
び
つ
い
た
松
前
藩
の
排
除
に
よ
っ

て
維
新
後
ま
で
布
教
が
振
る
わ
な
か
っ
た

６２
。
し
か
し
、
明
治
一
一
年
、
真
宗
の

信
仰
厚
い
近
江
商
人
ら
に
よ
っ
て
江
差
別
院
が
設
立

６３
さ
れ
る
と
同
地
に
も
徐
々

に
勢
力
を
浸
透
し
始
め
、
明
治
二
五
年
頃
よ
り
「
宗
教
移
民
」
論
に
よ
る
本
格
的

開
教
が
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る

６４
。
坂
本
ら
の
書
物
が
そ
の
一
つ
の
流
れ
を
作
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
片
岡
も
し
ば
し
ば
江
差
別
院
で
の
布
教
の
情
報
を
入
手

し
、
品
川
に
報
告
し
て
い
た

６５
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
坂
本
・
片
岡
に
と
っ
て
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
は
、
自

ら
の
持
論
で
あ
る「
宗
教
殖（
移
）民
」を
実
践
す
る
場
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

片
岡
と
坂
本
は
、一
方
で
は
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
に
よ
っ
て
農
業
実
験
を
行
い
、

も
う
一
方
で
は
西
本
願
寺
の
力
で
開
拓
に
向
か
う
農
民
た
ち
の
精
神
面
を
支
え
る

こ
と
で
、
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も
北
海
道
開
拓
を
促
進
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
北
海
道
殖
民
論
は
、
西
本
願
寺
内
部
で
も
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
西

本
願
寺
の
議
事
機
関
で
あ
る
集
し
ゅ
う

会え

に
お
い
て
、
明
治
二
三
年
一
一
月
二
〇
日
北
海

道
開
墾
計
画
が
議
題
と
な
っ
た
中
で
、「
防
長
グ
ル
ー
プ
」
の
香
川
葆
晃
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

布
教
ノ
傍
ラ
開
墾
ノ
必
要
ナ
ル
コ
ト
ハ
已
ニ
十
九
年
度
ニ
本
員
カ
同
地
巡
回

ノ
ト
キ
ニ
建
議
セ
シ
モ
容
ラ
レ
ズ
。
此
度
ハ
安
藤
龍
暁
ヨ
リ
実
際
取
調
ヘ
テ

申
出
シ
テ
理
事
者
カ
採
用
シ
テ
議
案
ト
シ
テ
下
付
セ
シ
ナ
リ
。
元
来
北
海
道

ハ
往
々
小
学
校
モ
ナ
キ
地
多
ク
、
故
ニ
僧
侶
カ
屯
田
ノ
法
ニ
法
リ
且
ツ
教
へ

且
ツ
耕
シ
開
教
ス
ル
コ
ト
ハ
必
要
ナ
リ
。

６６

　

こ
の
よ
う
に
、『
北
海
道
宗
教
殖
民
論
』
の
ア
イ
デ
ア
は
、
既
に
明
治
二
三
年

一
一
月
時
点
で
教
団
ト
ッ
プ
も
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
香
川
は
、

こ
の
事
業
に
は
巨
額
の
資
金
を
要
す
る
が
、
創
業
当
時
に
相
当
の
資
本
を
投
下
す

れ
ば
次
第
に
純
益
を
生
じ
、
開
墾
収
入
を
も
っ
て
開
教
費
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
し
、
こ
れ
を
「
開
教
屯
田
」
と
称
し
て
い
る
。

七
七

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



　

し
か
し
、
こ
の
「
開
教
屯
田
」
と
な
る
べ
き
土
地
は
道
庁
か
ら
官
有
地
を
払
い

受
け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
議
員
で
あ
る
会え

衆し
ゅ
うか

ら
質
問
が
相
次
ぐ
。

い
わ
く
、
道
庁
の
内
意
が
あ
る
の
か
、
代
価
は
い
か
ほ
ど
か
、
開
墾
費
は
ど
こ
か

ら
出
す
の
か
、
監
獄
布
教
・
東
京
で
の
学
校
設
立
計
画
・
本
山
協
会
組
織
の
件
な

ど
懸
案
の
多
い
折
柄
で
も
あ
り
費
用
は
出
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
地
所
を
買
い

入
れ
れ
ば
す
ぐ
開
墾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
な
ど
、
要
す
る
に
開
墾
の
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
会
衆
は
慎
重
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
香
川
は
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。

一
時
ニ
開
拓
ス
ル
ニ
非
ス
。
縦
令
ハ
廿
四
年
度
ヨ
リ
少
々
ニ
テ
モ
着
手
ス
レ

バ
成
功
ハ
廿
年
乃
至
三
十
年
カ
カ
ル
モ
差
支
ハ
ナ
カ
ル
ベ
シ
。６７

　

こ
の
よ
う
に
、
教
団
ト
ッ
プ
に
お
い
て
は
明
治
二
四
年
度
か
ら
二
〇
年
間
な
い

し
は
三
〇
年
間
で
の
成
功
を
見
越
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
時
期
的
に
考
え
て
、

明
治
二
四
年
の
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
譲
受
は
こ
の
「
開
教
屯
田
」
計
画
の
た
め

で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
会
衆
は
な
お
も
追
及
す
る
。
秦
法
励
は
、
費
用
の
面
で
懸
念
が

払
拭
で
き
な
い
た
め
「
払
ヒ
下
ゲ
ハ
可
成
無
代
価
ニ
テ
願
ヒ
、
四
五
人
程
ヅ
ヽ
送

リ
着
手
」

６８
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
石
川
兆
天
は
「
此
事
業
ハ
遠
大
ニ
シ
テ
素
人

考
ニ
テ
ハ
失
敗
ヲ
取
ル
ベ
シ
。
実
地
取
調
セ
ザ
レ
バ
失
敗
ス
ベ
シ
」
と
指
摘
、
中

川
了
性
は
目
的
に
お
い
て
は
賛
成
す
る
も
、「
此
事
業
ハ
遠
大
ニ
シ
テ
コ
レ
丈
位

ノ
費
用
ヲ
入
ル
ヽ
モ
目
的
ハ
立
タ
ス
。
出
張
人
ニ
一
任
ス
ル
モ
、
成
功
ハ
覚
束
ナ

シ
。
専
任
者
ア
リ
テ
、
斃
レ
テ
後
チ
止
ム
ノ
精
神
ヲ
以
テ
シ
、
夫
々
保
護
金
ヲ
与

ヘ
テ
着
手
ス
レ
ハ
或
ハ
成
功
ス
ル
カ
モ
知
ラ
ヌ
ガ
、到
底
行
ハ
レ
ヌ
コ
ト
ヽ
思
フ
」

と
述
べ
る
。

　

以
上
の
会
衆
の
発
言
か
ら
は
「
開
教
屯
田
」
計
画
の
課
題
が
①
開
墾
用
地
の
な

る
べ
く
安
価
で
の
（
可
能
な
ら
ば
無
代
価
で
の
）
確
保
と
、
②
「
素
人
仕
事
」
で

な
い
「
専
任
者
」
に
よ
る
徹
底
的
な
管
理
経
営
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
点
に
鑑
み
る
と
、明
治
二
四
年
の
品
川
家
か
ら
の
「
千
岱
野
牧
場
」
譲
渡
は
、

品
川
家
と
の
縁
故
に
よ
っ
て
広
大
な
土
地
を
獲
得
で
き
た
点
、
有
償
で
は
あ
っ
た

が
６９
道
庁
に
出
願
し
審
査
・
許
可
を
受
け
る
手
間
と
日
数
を
省
く
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
点
で
①
の
課
題
は
ク
リ
ア
で
き
、
更
に
坂
本
と
い
う
農
牧
場
経
営
の

専
任
者
を
得
た
点
で
②
の
課
題
も
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治

二
四
年
の
品
川
家
か
ら
の
「
千
岱
野
牧
場
」
譲
渡
は
、
教
団
ト
ッ
プ
の
計
画
す
る

「
開
教
屯
田
」
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
右
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
た
と
し
て
も
、
政
府
要
人
で
も
あ
る
品
川
か

ら
広
大
な
土
地
を
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
は
、「
防
長
グ
ル
ー
プ
」
の
教
団
私
物
化

へ
の
疑
念
も
少
な
く
な
か
っ
た
中
で
会
衆
た
ち
に
不
信
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
。「
防
長
グ
ル
ー
プ
」
が
「
千
岱
野
牧
場
」
を
教
団
の
「
開
教
屯
田
」

と
し
て
で
は
な
く
大
谷
家
財
産
と
し
て
譲
渡
を
受
け
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
可
能

性
を
予
め
封
じ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

四　

品
川
家
北
海
道
農
牧
場
事
業
の
技
術
的
側
面

　
　
（
１
）
直
営
牧
場
と
小
作
制
農
場

　

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
刊
行
の
『
北
海
道
農
場
調
査
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

同
年
時
点
で
の
品
川
家
農
牧
場
は
牧
場
が
直
営
、
農
場
が
小
作
制
に
よ
り
営
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

７０
。
旗
手
勲
氏
の
分
析
で
は
分
割
直
後
の
蜂
須
賀
農
場
と

同
じ
位
置
づ
け
に
な
る
。
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明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
八
月
一
二
日
に
片
岡
政
次
が
品
川
に
送
っ
た
書
簡

に
は
、「
伊
東
生
ヲ
同
地
ニ
遣
、
別
ニ
農
夫
蕃
殖
馬
差
遣
申
候
。
…
…
乙
部
ハ
一

切
伊
東
ニ
任
セ
申
候
。
同
人
モ
非
常
ニ
奮
発
勉
強
致
居
候
」

７１
と
あ
る
。
封
筒
の

住
所
か
ら
片
岡
は
大
野
村
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
品
川
家
北
海

道
農
牧
場
は
主
に
片
岡
が
大
野
農
場
を
監
督
し
、
乙
部
の
管
理
は
全
て
伊
東
な
る

人
物
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
伊
東
な
る
人
物
は
、
明
治
二
〇
年
八
月
一
二
日
・
同
二
三
年
九
月
四
日
付

品
川
宛
片
岡
書
簡
で
、
小
作
人
の
管
理
・
選
定
に
つ
い
て
片
岡
と
相
談
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る

７２
こ
と
か
ら
、
明
治
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
に
片
岡
が
品
川
に

送
っ
た
「
乙
部
牧
場
小
作
人
心
得
草
案
」

７３
の
起
草
者
で
あ
る
伊
東
松
太
郎
と
考

え
ら
れ
る
。

　
「
品
川
文
書
１　

書
類
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
五
年
度
明
治
廿
四
年
上
半

季
経
費
明
細
簿
」
中
「
給
料
」
の
項
に
は
、
伊
東
松
太
郎
の
他
に
「
多
賀
谷
為

治
」
な
る
人
名
も
あ
る

７４
。
給
与
額
は
片
岡
、
伊
東
と
同
額
の
二
ヶ
月
に
つ
き

一
万
六
千
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
片
岡
・
伊
東
と
同
格
の
牧
場
管
理
人
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
特
に
片
岡
の
品
川
宛
書
簡
が
多
く
残
っ
て
お

り
、
か
つ
品
川
家
農
牧
場
全
般
に
わ
た
る
報
告
を
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
片
岡
は
、

品
川
の
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
京
都
の
田
中
治
兵
衛
の
娘
婿

７５
で
あ
り
、
栃
木
の
笠

松
農
場
に
お
い
て
も
経
営
管
理
に
携
わ
っ
て
い
た
関
係
か
ら
、
同
格
の
農
牧
場
管

理
人
の
中
心
と
し
て
品
川
と
農
牧
場
の
接
点
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

経
営
管
理
主
任
の
三
人
の
他
に
品
川
家
か
ら
直
接
雇
わ
れ
て
い
た
の
は
、「
牧
夫
」

一
名
、
繁
忙
期
に
は
「
臨
時
雇
夫
」
が
一
三
五
人
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
で
は
、
創
設
以
来
確
か
に
「
小

作
人
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
一
方
で
、
直
接
雇
用
の
「
牧
夫
」
の
存
在
や

繁
忙
期
に
大
量
の
臨
時
雇
用
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
牧
場
は
当
初
か
ら
直
営

で
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
、
農
場
に
お
け
る
小
作
人
は
ど
こ
か
ら
調
達
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
付
品
川
宛
片
岡
書
簡
に
は
、
乙
部
の
農
場
に
お
け
る

小
作
人
は
「
尋
常
ノ
小
作
人
ト
ハ
異
ナ
リ
、
怠
惰
放
逸
之
士
族
輩
」

７６
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
開
設
当
初
の
乙
部
農
場
の
小
作
人
は
士
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

実
際
、
小
作
人
一
二
人
は
開
進
会
社
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
大
半
は
移
住
士

族
、
特
に
広
島
士
族
が
多
か
っ
た
と
い
う

７７
。

　

品
川
家
で
は
、
備
品
よ
り
も
自
前
の
物
の
方
が
大
切
に
取
り
扱
わ
れ
る
は
ず
だ

と
い
う
信
念
か
ら
、
鍬
・
鎌
・
木
製
ハ
ロ
ー
・
再
墾
犂
・
耕
用
馬
具
を
自
前
で
持

つ
こ
と
を
小
作
人
の
要
件
と
し
て
い
た

７８
。
し
た
が
っ
て
、
必
然
的
に
品
川
家
農

牧
場
の
小
作
人
は
、
最
低
限
こ
れ
ら
の
農
具
を
備
え
ら
れ
る
だ
け
の
資
力
を
持
つ

人
び
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

片
岡
に
よ
れ
ば
「
開
進
社
以
来
不
規
則
不
取
締
之
支
配
方
、
其
地
主
ノ
恩
義
抔

ハ
少
シ
モ
無
之
、
小
作
人
ト
ノ
間
柄
モ
互
ニ
仇
敵
視
致
居
候
様
ナ
ル
有
様
」

７９
と

あ
る
よ
う
に
、
開
進
会
社
時
代
の
負
の
遺
産
を
受
け
継
い
だ
品
川
家
は
そ
の
対
処

に
苦
慮
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
が
、
品
川
家
北
海
道
農
牧

場
に
お
け
る
品
川
家
と
小
作
人
と
の
関
係
を
か
な
り
の
程
度
規
定
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　

品
川
家
で
は
、
小
作
人
に
労
役
を
課
し
た
り
、
不
利
益
と
な
り
う
る
規
則

８０
に

つ
い
て
は
懇
切
丁
寧
に
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
開
進
会
社
時
代

か
ら
引
き
継
い
だ
小
作
人
は
士
族
ゆ
え
に
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、
統
御
し
に
く
い
存

七
九

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



在
で
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

小
作
人
の
子
女
の
う
ち
学
齢
期
の
児
童
に
は
、
教
師
兼
小
作
人
と
な
る
人
物
を

共
同
で
招
聘
し
、
教
育
を
受
け
さ
せ
て
い
た

８１
。
明
治
二
三
年
に
は
、
学
齢
期
の

児
童
三
名
が
乙
部
村
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
農
牧
場
か

ら
一
里
余
り
も
離
れ
て
い
る
上
に
、
風
雨
の
日
な
ど
や
冬
期
は
通
学
が
困
難
で

あ
っ
た

８２
こ
と
か
ら
、
右
の
よ
う
な
措
置
が
併
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
授
業
料
は
小
作
人
全
員
で
教
師
兼
小
作
人
の
受
持
田
圃
を
耕
す
こ
と
で
代
え

る
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
品
川
が
那
須
の
笠
松
農
場
で
も
実
践
し
、
生
涯

を
か
け
て
普
及
に
尽
力
し
た
産
業
組
合
的
な
発
想
が
見
え
る
。
年
代
は
不
明
で
あ

る
が
、
後
に
農
牧
場
内
に
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る

８３
。

　

品
川
家
の
小
作
人
は
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
面
で
慎
重
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
が
、
一
方
で
小
作
人
に
与
え
ら
れ
た
裁
量
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
。

肥
料
・
耕
作
・
除
草
・
収
穫
は
全
て
監
督
者
（
片
岡
・
伊
東
ら
）
の
指
揮
に
従
う

こ
と
と
さ
れ
、
小
作
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
は
作
物
の
選
択
と
耕
作
方
法
の
み

で
あ
り
、「
乙
部
牧
場
小
作
人
心
得
」
が
完
成
す
る
明
治
二
〇
年
一
〇
月
ま
で
は

こ
れ
ら
も
全
て
片
岡
が
決
め
て
い
た

８４
。

　

以
上
か
ら
、
品
川
家
農
牧
場
は
、
直
営
の
牧
場
の
み
な
ら
ず
小
作
制
の
農
場
に

お
い
て
も
、
技
術
選
択
に
お
い
て
当
主
や
管
理
人
の
裁
量
の
幅
が
大
き
い
試
験
的

農
場
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な
特
徴

は
、
創
業
期
ゆ
え
と
い
う
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
同
農
牧
場
の
小
作
人
が
も

と
士
族
で
あ
り
農
業
に
明
る
く
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
技
術
面
に
関
し
て
は
、
も
う
少
し
時
間
の
幅
を
広
げ
て
み
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
当
主
や
管
理
人
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
技
術
が

よ
り
具
体
的
に
当
時
存
在
し
た
ど
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
も
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
２
）
技
術
支
援
者 

― 

創
業
期
（
明
治
一
七
～
二
七
年
）

　

品
川
家
北
海
道
農
牧
場
で
は
、
毎
年
定
期
的
な
報
告
書
を
品
川
に
提
出
す
る
と

い
う
形
式
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
品
川
家
に
残
さ
れ
な
か
っ
た

か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
細
か
な
各
事
業
に
お
け
る
技
術
選
択
に
つ
い
て

網
羅
的
に
把
握
し
う
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
片
岡
が
品
川
に
対

し
て
随
時
行
っ
た
農
況
報
告
等
の
中
か
ら
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
う
ほ
か
な
い
。

　

品
川
家
北
海
道
農
牧
場
で
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
を
境
に
技
術
選
択

上
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る

８５
の
で
、
こ
れ
以
前
を
「
創
業
期
」、
こ
れ
以
降
を
「
発

展
期
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
創
業
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
片
岡
が
品
川
に
定
期
的
に
送
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
農
況
報
告
に
よ
れ
ば
、
大
野
農
場
は
、
片
岡
の
裁
量
に
よ
っ
て
小
麦
・

馬
鈴
薯
・
大
麦
・
玉
葱
・
粟
・
小
豆
・
大
豆
・
米
・
稗
な
ど
の
食
料
作
物
の
栽
培

試
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
養
蚕
の
試
験
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

乙
部
で
は
牛
馬
の
飼
育
が
行
わ
れ
て
い
た

８６
。

　

乙
部
農
場
に
お
け
る
農
機
具
の
使
用
や
馬
耕
に
つ
い
て
は
、
伊
東
が
小
作
人
を

指
導
し
て
い
た
。
片
岡
が
「
彼
の
官
園
農
場
、
又
世
の
開
墾
場
と
称
す
る
処
の
一

も
西
洋
農
具
、
二
も
西
洋
と
得
失
利
害
に
関
係
な
き
が
如
き
は
素
よ
り
御
高
教
の

あ
る
処
、
政
も
亦
服
せ
る
処
に
御
座
候
」

８７
と
記
す
よ
う
に
、
農
牧
場
創
設
当
初

よ
り
品
川
や
片
岡
が
西
洋
の
輸
入
型
農
機
具
に
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
品

八
〇
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川
家
北
海
道
農
牧
場
で
は
西
洋
式
輸
入
農
機
具
の
使
用
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
８８
。
明
治
一
〇
年
代
末
に
開
設
さ
れ
た
大
農
場
で
あ
り
な
が
ら
、「
泰
西
農
法
」

に
否
定
的
で
あ
っ
た
点
が
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

除
草
と
肥
料
に
関
し
て
は
特
に
注
意
を
促
し
、
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
。
施

肥
・
除
草
す
る
者
に
は
褒
章
を
与
え
て
奨
励
し
、
逆
に
指
導
に
背
き
除
草
・
施
肥

を
怠
っ
た
者
へ
は
罰
を
与
え
た

８９
。
小
作
人
に
除
草
・
施
肥
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
た
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
品
川
家
が
農
牧
場
に
対
す
る
農
事
指
導
者
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
技
術
革
新
の

主
体
が
小
作
人
側
に
あ
っ
た
と
す
る
勝
部
の
観
察
と
は
異
な
る

９０
。

　

片
岡
は
、
こ
う
し
た
農
業
経
営
を
行
う
に
際
し
て
、
群
馬
の
船
津
伝
次
平
や
星

野
長
太
郎
、
那
須
の
矢
板
武
や
印
南
丈
作
な
ど
、
全
国
の
老
農
や
実
業
家
ら
と
交

流
し
、
そ
の
各
府
県
で
実
績
の
あ
っ
た
農
業
技
術
を
寒
冷
開
墾
地
に
適
用
す
べ
く

実
験
を
行
っ
て
い
た

９１
。
た
と
え
ば
、
明
治
一
九
年
七
月
三
日
の
報
告
で
は
、
肥

料
は
「
船
津
翁
流
の
肌
肥
」
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ

９２
、
九
月
五
日
に
は

星
野
長
太
郎
と
養
蚕
業
改
良
に
関
す
る
談
話
を
し
た
こ
と
、
那
須
の
品
川
農
場
の

景
況
に
つ
い
て
船
津
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る

９３
。
ま
た
水
田
に
関
し

て
は
、
紀
州
田
辺
の
慈
幸
儀
平
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
早
稲
種
を
試
植
し
て
い
た

９４
。

寒
冷
地
や
降
雪
地
帯
で
は
出
穂
が
遅
く
な
る
こ
と
は
危
険
な
の
で
、
早
稲
を
選
択

す
る
の
が
妥
当
と
の
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
品
川
家
の
北
海
道
農
牧
場
経
営
に
お
い
て
は
老
農
ら
に
よ
る
技

術
の
伝
播
が
欠
か
せ
な
い
前
提
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
時
期
は
、
各
地
で
好
成
績
を
挙
げ
た
農
業
実
践
家
・
指
導
者
た
ち
が
出
身
府

県
を
超
え
て
活
動
の
場
を
全
国
に
広
げ
、
農
事
改
良
の
全
国
展
開
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
と
い
う
意
味
で
「
老
農
時
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

９５
。
老
農
た
ち
の

全
国
展
開
は
、
府
県
行
政
当
局
の
求
め
に
応
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
島
根
の
堀
家

の
よ
う
に
私
人
に
よ
る
招
聘
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

９６
、彼
ら
が
し
ば
し
ば
来
函
し
、

ま
た
は
書
通
に
よ
り
品
川
家
の
も
と
に
技
術
や
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
決
し

て
特
殊
な
事
例
で
は
な
く
、む
し
ろ「
老
農
時
代
」の
典
型
的
事
例
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
は
、
老
農
の
全
国
展
開
と
い
う
同

時
期
の
状
況
を
前
提
と
し
、
通
常
は
府
県
勧
業
当
局
に
よ
り
果
た
さ
れ
る
老
農
の

率
先
招
聘
・
各
農
家
へ
の
技
術
伝
播
と
い
う
役
割
を
民
間
に
お
い
て
担
う
、
い

わ
ば
モ
デ
ル
農
場
を
志
向
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
以
前
拙
著
『
皇
室
財
産
の
政
治
史
』

９７
で
品
川
の
産
業
指
導
に

つ
い
て
論
じ
た
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
明
治
一
〇
年
代
に
内
務
省
・
農
商
務
省
に

て
殖
産
興
業
政
策
に
携
わ
っ
て
き
た
品
川
は
、
一
八
年
に
農
商
務
省
を
離
れ
て
か

ら
も
決
し
て
産
業
・
技
術
育
成
へ
の
関
心
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
在
野
で
あ

ろ
う
と
ド
イ
ツ
公
使
や
宮
内
省
御
料
局
長
、
内
務
大
臣
な
ど
、
政
府
の
産
業
行
政

と
は
一
見
し
て
遠
い
官
職
に
あ
ろ
う
と
、
生
涯
を
通
じ
て
何
ら
か
の
形
で
彼
自
身

「
宿
志
」
と
称
す
る
産
業
指
導
・
育
成
に
携
わ
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
尾
張
の
諸

戸
清
六
や
静
岡
の
金
原
明
善
の
よ
う
な
篤
志
家
、
三
井
家
や
住
友
家
な
ど
の
資
産

家
、
伊
達
家
の
よ
う
な
華
族
に
林
業
経
営
を
勧
め
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
、

在
官
者
で
は
山
縣
有
朋
に
対
し
て
説
得
を
行
い
、
彼
の
持
つ
那
須
の
農
場
に
て
林

業
に
着
手
さ
せ
て
い
る

９８
。

　
「
老
農
起
用
の
品
川
農
政
」
と
言
わ
れ
る

９９
ほ
ど
に
「
老
農
」
に
重
き
を
置
い

た
品
川
と
老
農
た
ち
と
は
、
内
務
・
農
商
務
省
時
代
に
全
国
の
博
覧
会
や
共
進
会
・

農
談
会
な
ど
の
勧
業
諸
会
を
通
じ
て
面
識
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
１００
。
品
川

八
一

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



自
身
は
明
治
一
八
年
に
農
商
務
省
を
離
れ
る
が
、
そ
の
後
も
内
務
・
農
商
務
省
時

代
の
老
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
自
ら
の
自
家
経
営
に
お
い
て
活
用
し
、
逆
に
そ
こ
で

手
に
し
た
成
果
を
老
農
た
ち
に
も
も
た
ら
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
府
県

当
局
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し

か
も
、
老
農
た
ち
の
実
践
が
北
海
道
と
い
う
寒
冷
開
拓
地
に
お
い
て
も
適
用
で
き

る
の
か
ど
う
か
は
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
北
海
道
開
拓
に
お
い
て
も
日
本
農
政

に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
品
川
は
そ
れ
に
私
人
と
し
て
率
先
し
て
挑
ん

だ
。
こ
れ
も
や
は
り
品
川
の
農
商
務
省
離
職
以
来
の
「
宿
志
」
を
遂
げ
る
一
つ
の

試
み
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
一
方
で
、
品
川
家
で
は
決
し
て
「
学
理
」
を
軽
視
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
明
治
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
に
片
岡
が
品
川
に
送
っ
た
報
告
で
は
、

「
長
井
農
学
士
モ
当
地
及
ビ
乙
部
牧
場
之
方
迄
巡
廻
セ
ラ
レ
、
種
々
農
談
モ
承
候
」
１０１

と
あ
る
。「
長
井
」と
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
農
学
士
を
取
得
し
た
長
井
新
吉
で
あ
る
。

品
川
家
で
は
こ
の
よ
う
に
、
留
学
学
士
の
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
も
あ
り
、
海
外
の

学
識
を
全
て
拒
否
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
先
述
し
た
通
り
、
息
子
弥
一
を

フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ン
に
留
学
さ
せ
、
農
学
を
学
ば
せ
た
こ
と
も
ま
た
そ
の
こ
と
を
裏

付
け
る
。
お
そ
ら
く
、
品
川
家
は
ア
メ
リ
カ
式
の
よ
う
な
大
農
経
営
を
前
提
と

し
た
農
業
技
術
に
否
定
的
で
あ
っ
た
だ
け
で
、
小
農
経
営
に
適
し
た
ド
イ
ツ
や

フ
ラ
ン
ス
の
農
学
に
関
し
て
は
積
極
的
に
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

以
上
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
４
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
概
観
す
れ
ば
、

創
業
期
（
明
治
一
七
～
二
七
年
）
の
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
で
の
技
術
選
択
は

「
非
系
統
的
、
個
別
的
」
技
術
導
入
と
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
西
洋
農
学
も

在
来
技
術
に
根
ざ
し
た
「
老
農
農
法
」
も
、
そ
し
て
そ
の
老
農
技
術
も
全
国
各
地

か
ら
取
捨
選
択
さ
れ
１０２
、
土
地
利
用
や
作
物
に
合
わ
せ
て
個
別
的
に
採
用
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

 　
　
（
３
）
技
術
支
援
者 

― 

発
展
期
（
明
治
二
八
年
～
）

　

こ
れ
に
対
し
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
以
降
は
明
ら
か
に
一
つ
の
特
徴
的

な
技
術
体
系
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と

思
わ
れ
る
の
が
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
春
の
太
田
伊
八
来
函
で
あ
る
。
太

田
伊
八
（
五
代
目
）
は
、
三
河
一
色
村
の
豪
商
で
、
東
京
で
遊
学
の
後
に
家
を
継

ぎ
、
家
業
の
ほ
か
幡
豆
郡
商
工
会
・
三
河
農
会
設
立
、
愛
知
県
水
産
試
験
場
誘
致
、

幡
豆
郡
勧
業
会
長
・
教
育
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
公
共
的
事
業
に
も
尽

力
し
た
人
物
で
あ
る
１０３
。
太
田
は
二
八
年
春
、
爾
志
郡
乙
部
村
に
投
宿
し
た
こ
と

畑　作：肥料は船津伝次平の「肌肥」
水　田：一部に紀州田辺の慈幸儀平の早稲種
　　　　を試験
牛馬耕：特に人力を省き、なるべく軽便なもの
　　　　を採用
農　具：西洋式農具は排除
養　蚕：上州流－星野長太郎と相談
日本の農学士の指導は受ける

図４：創業期（明治17～27年）の品川家北海道
農牧場における技術選択
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が
わ
か
り
、
こ
れ
が
品
川
家
と
の
関
係
の
確
認
で
き
る
最
も
早
い
記
述
で
あ
る
。

　

そ
の
後
品
川
及
び
片
岡
と
太
田
の
交
流
は
よ
り
密
接
に
な
る
。
明
治
二
八
年

一
二
月
一
一
日
付
の
品
川
宛
太
田
書
簡
に
「
頃
日
片
岡
政
次
氏
来
訪
ニ
付
、
北
海
道

千
岱
野
ニ
於
テ
見
聞
致
候
事
情
相
述
申
候
」
１０４
と
あ
る
よ
う
に
、
太
田
と
片
岡
は

こ
の
年
暮
れ
に
北
海
道
農
牧
場
経
営
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
は
、

今
後
「
新
財
源
」
と
な
り
そ
う
な
事
業
を
蚕
卵
紙
製
造
、
水
田
耕
作
、
肉
牛
生

産
の
三
つ
に
絞
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
を
試
算
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
の

暮
れ
か
ら
翌
年
初
頭
に
か
け
て
、
太
田
と
片
岡
・
坂
本
は
何
度
か
相
談
を
重
ね

て
い
る
１０５
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
品
川
家
が
太
田
を
通
じ
て
三
河
産
業
界
の
有
力
者
を
招
聘
し

た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
八
年
末
の
品
川
宛
書
簡
の
中
で
太
田
は
、

「
当
国
渥
美
郡
大
崎
村
小
柳
津
治
郎
右
衛
門
」
を
「
尤
〔
マ
マ
〕も

蚕
業
に
熟
練
」
の
者
と

し
て
紹
介
し
、
牧
畜
に
は
坂
本
を
推
薦
し
て
い
る
１０６
。
翌
年
四
月
に
片
岡
が
品
川

に
宛
て
た
書
簡
で
は
、「
兼
て
御
噂
申
上
候
山
林
熱
心
家
ニ
て
、
現
ニ
豊
橋
ニ
材

木
商
店
相
開
き
、
盛
ニ
学
業
致
居
り
申
候
着
実
之
人
物
」
１０７
と
し
て
岡
田
藤
兵
衛

を
紹
介
し
て
い
る
。
片
岡
は
太
田
・
岡
田
・
小
柳
津
の
三
名
に
つ
い
て
「
三
人
と

も
何
れ
も
熱
心
ニ
て
内
小
柳
津
氏
に
は
未
だ
面
識
無
之
候
得
共
、
此
人
ハ
養
蚕
家

ニ
て
豊
橋
在
住
居
候
も
の
之
由
」
１０８
と
紹
介
し
て
い
る
１０９
。

　

そ
し
て
四
月
に
は
、
品
川
家
は
片
岡
を
通
じ
て
、
北
海
道
農
牧
場
を
太
田
と
の

共
同
経
営
に
し
、
技
術
面
で
は
片
岡
・
坂
本
と
太
田
・
岡
田
・
小
柳
津
と
い
っ
た

三
河
産
業
界
の
三
人
で
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
そ

の
こ
と
が
わ
か
る
品
川
宛
片
岡
書
簡
の
一
節
を
、
や
や
長
い
が
左
に
引
用
す
る
。

北
海
之
件
ニ
付
名
古
屋
相
談
之
法
策
疾
ニ
可
申
上
心
得
ニ
居
候
處
、
其
後

坂
本
幷
ニ
太
田
等
ニ
打
合
之
事
も
有
之
、
彼
是
延
引
仕
候
段
ハ
不
悪
御
承

引
可
被
下
候
。
さ
て
相
談
ハ
別
ニ
彼
是
の
議
も
な
く
首
尾
よ
く
相
纏
り
候
。

結
局
品
川
様
之
御
指
揮
之
下
ニ
従
ひ
て
共
同
一
致
是
迄
の
方
針
ニ
多
少
折

衷
取
捨
を
加
へ
永
遠
持
久
之
計
画
ニ
て
開
墾
牧
畜
山
林
養
蚕
相
営
候
事
ニ
決

し
、
費
用
ハ
四
分
六
分
即
ち
六
部
品
川
家
ニ
て
負
担
致
候
事
ニ
致
候
。
勿
論

本
願
寺
ゟ
引
取
後
之
出
費
も
此
の
四
六
之
勘
定
に
て
相
〔
マ
マ
〕方
負
担
と
云
ふ
事
に

し
て
本
年
の
経
費
ハ
三
河
主
人
〔
太
田
：
引
用
者
註
〕
ニ
て
悉
皆
担
当
之
事

ニ
決
し
、
先
づ
実
地
視
察
呉
、
坂
本
と
今
後
の
計
画
協
議
之
為
め
本
日
初
旬

岡
田
藤
兵
衛
渡
航
之
心
得
ニ
居
候
處
、
幸
豊
橋
へ
御
出
張
之
事
承
候
間
、
同

地
ニ
て
三
人
御
目
ニ
懸
リ
候
上
、
出
発
之
事
ニ
相
成
居
候
。
先
づ
大
要
ハ
右

之
如
く
其
外
事
業
上
之
件
ハ
岡
田
出
張
坂
本
と
協
議
之
上
更
ニ
前
途
之
事
懸

議
可
致
と
の
事
ニ
付
、
左
様
御
承
引
被
下
度
、、
三
人
と
も
何
れ
も
熱
心
ニ

て
内
小
柳
津
氏
に
は
未
だ
面
識
無
之
候
得
共
、
此
人
ハ
養
蚕
家
に
て
豊
橋
在

住
居
候
も
の
之
由
。…
…
三
人
と
も
豊
橋
に
て
御
待
受
可
申
、北
海
談
も
種
々

可
申
出
と
存
候
間
、
何
卒
右
之
御
含
ニ
て
宜
布
御
懇
談
被
成
下
度
奉
願
上
候
１１０

　

こ
こ
か
ら
は
、
①
明
治
二
九
年
度
か
ら
は
品
川
の
指
導
の
も
と
こ
れ
ま
で
の
方

針
を
若
干
変
更
し
、
事
業
は
開
墾
・
牧
畜
・
山
林
・
養
蚕
の
四
本
柱
と
す
る
こ
と
、

②
品
川
家
と
太
田
の
共
同
出
資
・
共
同
経
営
と
す
る
こ
と
、
③
費
用
の
負
担
は

品
川
家
六
割
、
太
田
四
割
と
す
る
こ
と
（
大
谷
家
撤
退
後
の
経
費
も
同
様
）、

③
但
し
二
九
年
度
の
み
は
全
て
太
田
が
負
担
す
る
こ
と
、
④
ま
ず
実
地
視
察
を

し
、
坂
本
と
今
後
の
計
画
を
協
議
す
る
こ
と
、
⑤
岡
田
藤
兵
衛
・
坂
本
と
三
河
で

相
談
し
、
そ
の
後
岡
田
を
招
聘
す
る
こ
と
、
⑥
小
柳
津
と
も
三
河
で
相
談
す
る
こ

と
、
が
品
川
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

八
三

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



　

す
な
わ
ち
、
明
治
二
八
年
か
ら
片
岡
・
坂
本
が
、
三
河
産
業
界
の
太
田
伊
八
・

岡
田
藤
兵
衛
・
小
柳
津
治
郎
右
衛
門
ら
の
協
力
を
得
て
、
品
川
家
北
海
道
農
牧
場

経
営
の
改
良
計
画
を
立
て
、
二
九
年
度
か
ら
彼
ら
を
中
心
に
同
農
牧
場
が
経
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
そ
こ
に
は
管
理
人
で
あ
る
片
岡
ら
の
み
な
ら
ず
、
品
川

も
「
御
指
揮
」
と
い
う
形
で
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
以
前
に
は
非
系
統
的
・
個
別
的
な
技
術
摂
取
を
特
徴
と
し
て
い
た
品
川
家
農
牧

場
が
、
二
八
年
か
ら
明
確
に
三
河
産
業
界
、
そ
れ
も
太
田
伊
八
に
連
な
る
人
々
の

色
あ
い
を
強
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
の
三
河
産
業
界
、
特
に
太
田
伊
八
に
連
な
る
人
々
と
は

ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
一
群
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
指
摘
で
き

る
の
は
、
太
田
と
品
川
の
政
治
的
立
場
の
近
接
性
で
あ
る
。

　

三
河
新
聞
社
社
長
で
も
あ
っ
た
太
田
は
、
明
治
二
二
年
六
月
に
幡
豆
郡
一
色
町

に
て
雑
誌
『
み
か
は
』
を
創
刊
す
る
１１１
。
創
刊
の
趣
旨
に
「
本
紙
ハ
政
治
ヲ
論
議

ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ラ
ズ
、
政
党
政
社
ノ
機
関
ニ
ア
ラ
ズ
、
唯
希
望
ス
ル
所
ハ
教
化
ノ

普
及
、
教
育
ノ
進
歩
、
衛
生
ノ
道
ヲ
講
ジ
、
以
テ
強
兵
ノ
素
ヲ
養
ヒ
、
農
事
ノ
振

興
、
商
法
ノ
発
達
、
工
業
ノ
隆
盛
ヲ
計
リ
、
而
テ
富
国
ノ
基
本
ヲ
立
ツ
ル
ニ
ア
リ
。

是
レ
本
紙
ガ
敢
テ
務
メ
ン
ト
シ
、
尽
サ
ン
ト
シ
テ
起
ル
所
以
ナ
リ
」
１１２
と
あ
る
よ

う
に
、
当
初
は
政
治
色
を
出
さ
ず
、
地
域
の
産
業
・
衛
生
・
教
育
等
の
振
興
を
図

る
地
方
誌
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
既
に
真
宗
大
谷
派
安
休
寺
住
職
・

雲き

英ら

晃
耀
の
法
話
を
掲
載
し
た
り
、「
全
国
の
基
督
教
徒
」
数
を
調
査
し
て
掲
載

し
た
り
、
二
二
年
七
月
一
五
日
付
の
第
四
号
か
ら
「
仏
教
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
で
き

た
り
と
い
っ
た
よ
う
に
、
仏
教
（
特
に
真
宗
大
谷
派
）
に
大
き
く
傾
い
た
雑
誌
で

あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
真
宗
本
願
寺
派
を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
通
仏
教

的
に
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
片
岡
・
坂
本
、
お
よ
び
そ
の
主
人
で
あ
る
品
川
と
太

田
が
共
鳴
す
る
素
地
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
１１３
。

　
『
み
か
は
』
は
明
治
二
二
年
一
〇
月
一
日
よ
り
、
三
河
人
士
の
政
治
的
団
結
を

説
き
、『
三
河
旬
報
』
と
合
併
し
、
政
談
誌
と
し
て
誌
面
を
大
幅
に
改
良
し
た
１１４
。

こ
こ
か
ら
同
郷
の
志
賀
重
昂
が
深
く
誌
面
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
志
賀
と
い

う
パ
イ
プ
を
得
て
中
央
と
の
連
携
を
強
く
意
識
し
た
誌
面
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、
新
生
『
み
か
は
』
に
は
後
に
品
川
の
指
導
す
る
国
民
協
会
に
加
入
す

る
人
物
の
関
与
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
合
併
し
た
『
三
河
旬
報
』
の
創
業
者
で

あ
り
、
合
併
後
も
太
田
と
と
も
に
『
み
か
は
』
の
編
纂
に
参
画
し
て
い
る
碧
海
郡

の
早
川
龍
介
、
後
に
二
二
年
水
害
後
の
租
税
免
除
・
国
庫
補
助
請
願
の
取
調
委
員

に
早
川
と
と
も
に
西
加
茂
郡
か
ら
名
を
連
ね
て
い
る
今
井
磯
一
郎
は
い
ず
れ
も
後

の
国
民
協
会
員
で
あ
る１１５

。
明
治
二
三
年
一
月
一
一
日
付
第
一
九
号
に
は
、
元
田

肇
が
「
三
河
代
言
人
諸
君
に
質
す
」
と
題
し
て
寄
稿
し
て
い
る
。

　

同
誌
の
論
調
を
見
て
も
、
後
の
国
民
協
会
に
連
な
る
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
明
治
二
二
年
一
二
月
一
一
日
付
第
一
六
号
掲
載
の「
足
助
の
政
談
演
説
会
」

で
は
、「
吾
輩
は
足
助
人
士
が
其
着
実
な
る
高
風
も
自
由
主
義
浸
染
の
為
め
に
或

は
之
を
今
日
に
失
滅
せ
し
め
ん
こ
と
を
憂
ふ
る
な
り
。
足
助
人
士
よ
自
由
崇
尊
は

或
は
宗
旨
違
ひ
に
は
非
ら
ざ
る
な
き
や
」
と
強
烈
な
反
自
由
主
義
が
見
て
取
れ
る

し
、
明
治
二
三
年
二
月
一
日
付
第
二
一
号
に
は
「
自
由
党
こ
そ
守
旧
党
な
り
」
と

題
し
た
論
説
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
自
ら
の
立
場
を
「
国
家
主
義
者
」
と
称
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
み
か
は
』
は
反
自
由
主
義
（
特
に
反
自
由
党
）
で
、
後

の
国
民
協
会
に
連
な
る
、
当
時
「
国
民
派
」「
温
和
派
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
人
び

と
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
社
長
で
あ
る
太
田
自
身
も
「
国
民
派
」「
温
和
派
」
に
属
す
る
人

物
と
考
え
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、太
田
自
ら
の
著
作
か
ら
も
そ
れ
は
う
か
が
え
る
。

太
田
は
三
河
地
方
の
産
業
振
興
策
を
説
い
た
『
興
参
策
』
と
題
す
る
書
物
を
明
治

二
四
年
に
刊
行
し
て
い
る
１１６
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

熟
ら
案
す
る
に
、
立
憲
制
度
の
実
施
以
来
、
政
党
競
争
の
熱
度
は
愈
々
高
ま

り
、
勢
焔
延
ひ
て
天
下
に
及
ば
ん
と
す
る
の
状
あ
り
、
我
三
河
は
幸
に
従
来

政
党
の
関
係
甚
だ
深
か
ら
ず
、
随
て
未
だ
之
か
為
に
著
る
し
き
損
害
を
蒙
ふ

る
に
至
ら
ず
と
雖
も
若
し
一
朝
誤
て
国
内
に
政
治
主
義
を
輸
入
し
、
自
由
改

進
保
守
等
の
諸
党
、
国
民
を
支
配
す
る
に
至
ら
ば
、
小
党
の
上
に
小
党
を
加

へ
、
分
裂
の
上
に
分
裂
を
重
ね
、
支
離
滅
裂
殆
ん
ど
救
ふ
可
ら
ざ
る
の
悲
境

に
陥
ら
ん
と
す
１１７

　

太
田
は
こ
の
よ
う
に
、
自
由
・
改
進
・
保
守
の
い
ず
れ
の
党
派
性
も
忌
避
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
典
型
的
な
「
温
和
派
」
１１８
の
一
人
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
上
で
、
政
治
党
派
の
流
入
を
防
ぎ
、
実
業
の
発
達
を
図
る
た
め
に
団
体

を
三
河
に
結
成
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
政
治
的
団
体
を
忌
避
し
な
が
ら

組
織
の
必
要
を
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
こ
の
時
期
の
「
温
和
派
」
の

抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
が
右
の
一
節
に
は
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
的
・
政
治
的
立
場
に
お
い
て
品
川
と
近
接
す
る
太
田
は
、

北
海
道
農
牧
場
に
関
わ
る
以
前
か
ら
品
川
と
個
人
的
に
接
点
が
あ
っ
た
。
明
治

二
六
年
一
〇
月
二
一
日
に
品
川
が
三
河
を
訪
れ
た
際
に
は
有
志
代
表
と
し
て
懇
親

会
を
企
画
し
、
幡
豆
郡
内
各
村
に
出
席
者
を
募
っ
て
い
る
１１９
。

　

太
田
は
そ
の
後
も
実
業
界
に
身
を
置
き
、
国
民
協
会
に
は
加
入
し
な
か
っ
た
よ

う
だ
が
、
明
治
二
九
年
七
月
二
一
日
に
品
川
に
宛
て
た
書
簡
で
は
「
政
事
家
と
称

す
る
輩
の
色
々
山
仕
事
を
企
て
、
実
業
者
を
投
機
の
渦
中
に
陥
れ
申
候
に
ハ
痛
嘆

仕
候
。
野
生
ハ
未
だ
此
危
禍
に
か
ゝ
り
不
申
候
」
１２０
と
い
う
よ
う
に
、
国
民
協
会

の
指
導
者
で
あ
り
な
が
ら
品
川
を
「
政
事
家
」
の
側
の
人
物
で
は
な
く
「
実
業
者
」

の
側
の
人
物
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
品
川
自
身
も
ま
た

そ
の
自
己
認
識
に
お
い
て
は
「
政
事
家
」
と
い
う
よ
り
は
「
実
業
」
の
振
興
を
主

眼
に
置
い
て
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
太
田
の
よ
う
な
人
物
は
品
川
の

地
方
人
士
組
織
に
お
い
て
恰
好
の
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

品
川
が
太
田
を
自
家
の
農
牧
場
経
営
に
招
聘
し
た
の
は
、
明
治
二
八
年
以
前
よ

り
面
識
が
あ
り
、
信
仰
の
面
で
近
接
し
、
政
治
的
立
場
を
も
共
有
す
る
こ
と
か
ら

く
る
信
頼
感
が
背
景
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
品
川

家
北
海
道
農
牧
場
の
技
術
選
択
に
関
わ
る
思
想
は
説
明
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
に

迫
る
た
め
に
、
明
治
二
八
、二
九
年
と
い
う
時
期
に
お
け
る
三
河
産
業
界
、
特
に

三
河
農
会
の
位
置
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

三
河
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
前
半
は
水
稲
反
収
が
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
た
が
、
明
治
二
五
年
を
底
と
し
て
三
〇
年
代
に
か
け
て
急
上
昇
し
、
明
治
末

期
に
は
全
国
平
均
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
１２１
。
こ
の
急
成
長
を
支
え
た
の
は
、
老

農
と
農
学
者
・
行
政
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
た
農
事
改
良
運
動
で
あ
っ

た
１２２
。
そ
し
て
そ
の
中
で
も
、「
明
治
農
法
」
１２３
の
中
核
と
言
え
る
畜
力
耕
普
及

の
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
太
田
の
拠
点
、
幡
豆
郡
で
あ
っ
た
１２４
。

　

太
田
の
居
住
す
る
幡
豆
郡
は
、
元
来
零
細
な
農
家
が
多
く
、
水
田
よ
り
も
畑
作

利
用
が
多
い
地
域
で
あ
っ
た
１２５
が
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
郡
独
自
の
予
算
を
組
ん

で
県
内
外
か
ら
牛
耕
教
師
を
招
き
、
郡
当
局
と
畜
力
耕
導
入
に
熱
心
な
老
農
た
ち

が
と
も
に
牛
耕
の
普
及
・
定
着
に
努
力
し
て
い
っ
た
１２６
。
そ
し
て
同
郡
で
は
、
明

八
五

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



治
二
〇
年
代
を
通
じ
て
畜
力
耕
だ
け
で
な
く
、副
業
と
し
て
の
果
樹
栽
培
や
養
蚕
、

二
毛
作
な
ど
農
業
全
般
に
わ
た
る
改
良
を
志
向
し
、
地
元
老
農
が
教
師
と
し
て
、

県
内
外
で
各
地
の
農
業
に
固
有
の
条
件
や
社
会
的
事
情
に
即
し
た
指
導
を
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
１２７
。

　

太
田
伊
八
は
、
零
細
農
家
が
多
く
、
畜
力
耕
を
一
か
ら
始
め
る
土
地
生
産
性
の

低
い
地
域
に
お
い
て
成
果
を
上
げ
た
改
良
農
法
の
力
を
、
地
域
の
農
業
・
産
業
界

の
中
心
で
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
品
川
家
が
太
田
に
注
目
し
、

そ
の
技
術
指
導
を
仰
ご
う
と
し
た
の
は
、
品
川
家
が
大
農
場
で
あ
り
な
が
ら
零
細

な
開
拓
農
家
で
も
反
収
拡
大
し
て
い
け
る
技
術
体
系
を
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
二
八
年
以
降
の
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
で
は
、
農
業
・
蚕
糸
業
・
林
業
・

牧
畜
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
体
系
立
っ
た
技
術
導
入
を
図
る
よ
う
に
な
る

様
が
見
て
取
れ
た
。
そ
れ
は
、
三
河
の
農
業
・
産
業
界
を
指
導
す
る
老
農
の
一
人

で
、
三
河
の
農
事
改
良
の
只
中
で
活
躍
し
た
太
田
伊
八
を
中
心
と
し
て
、
農
・
林
・

蚕
・
畜
の
四
つ
の
事
業
に
お
い
て
太
田
の
三
河
に
お
け
る
人
脈
か
ら
構
成
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
で
担
う
改
良
農
法
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
品
川
家
北
海

道
農
牧
場
は
、
創
業
期
に
お
い
て
は
所
有
者
で
あ
る
品
川
の
も
と
、
片
岡
政
次

を
中
心
と
す
る
四
人
の
管
理
人
が
経
営
計
画
に
当
っ
て
い
た
。
資
金
面
で
は
三

井
物
産
会
社
函
館
支
店
、
井
上
馨
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
明
治
二
四

（
一
八
九
一
）
年
か
ら
は
、
真
宗
本
願
寺
派
の
役
僧
ら
と
門
徒
と
思
わ
れ
る
坂
本

柴
門
が
仲
介
と
な
り
、
同
派
法
主
の
大
谷
家
が
一
時
的
に
一
部
の
所
有
者
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
二
七
年
に
は
再
び
品
川
家
の
所
有
に
復
帰
し
て
い
る
。

　

技
術
面
で
は
、
創
業
期
に
お
い
て
は
片
岡
ら
管
理
人
の
大
き
な
裁
量
の
も
と
、

全
国
の
様
々
な
「
老
農
農
法
」
か
ら
西
欧
農
学
に
至
る
、
非
系
統
的
・
個
別
的
な

技
術
選
択
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
八
年
以
降
品
川
と
三
河
一
色
の
太
田
伊

八
の
共
同
出
資
・
共
同
経
営
に
移
行
す
る
と
、
太
田
伊
八
の
計
画
と
三
河
産
業
界

に
お
け
る
人
脈
を
活
用
し
た
改
良
農
法
に
大
き
く
傾
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

経
営
面
に
お
け
る
知
見
は
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
論
じ
て
き
た
こ
と
１２８
と
も
符
合

し
、
そ
の
知
見
を
補
強
す
る
も
の
と
い
え
る
。
一
方
で
、
技
術
面
に
関
す
る
知
見

は
今
回
新
た
に
発
見
し
え
た
こ
と
で
あ
り
、
丁
寧
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

品
川
家
北
海
道
農
牧
場
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
老
農
時
代
」
と
近
代
的

「
学
理
農
法
」
の
影
響
が
強
ま
る
時
代
と
の
端
境
期
に
お
い
て
、
明
確
に
「
老
農

農
法
」
の
代
表
的
人
物
や
そ
の
支
持
層
と
見
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も

「
学
理
農
法
」
の
指
導
者
で
は
な
い
人
物
を
中
心
と
し
て
招
聘
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
品
川
の
思
想
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
れ
は
他
の
華
族
農
場
と
比
較
し
て
も
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
に
顕
著
な
特
徴

で
あ
る
。
北
海
道
の
蜂
須
賀
農
場
で
は
ド
イ
ツ
で
農
学
を
学
ん
だ
長
井
新
吉
を
事

業
主
任
と
し
て
い
る
129
し
、
那
須
野
の
青
木
農
場
で
は
管
理
主
任
は
家
扶
の
宮
本

昌
学
、
経
営
主
任
は
青
木
の
実
弟
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
農
学
を
修
得
し
た
三
浦

泰
輔
で
あ
っ
た
１３０
。
資
本
制
的
直
営
大
農
場
を
主
と
す
る
前
田
農
場
や
小
岩
井

農
場
で
は
、
同
じ
く
直
営
の
宮
内
省
御
料
牧
場
の
技
術
者
や
技
術
を
採
用
し
て
い

た
１３１
。

　

こ
の
こ
と
は
、
品
川
の
「
老
農
農
法
」
へ
の
こ
だ
わ
り
が
国
政
の
み
な
ら
ず
自
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家
経
営
に
も
貫
徹
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
品
川
家
の
技
術
選
択
上
の
特
徴
か
ら

は
、
単
な
る
自
家
経
営
上
の
利
益
と
い
っ
た
観
点
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
小
農
経

営
へ
の
視
線
が
看
守
さ
れ
る
。
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
は
、
ま
ご
う
こ
と
な
き

「
大
農
場
」
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
は
、
創
業
期
に
は
全
国
各
地
の
老
農
が
、

発
展
期
に
は
三
河
の
「
老
農
」
と
呼
ぶ
べ
き
人
物
が
重
用
さ
れ
、
明
ら
か
に
生
産

性
の
低
い
地
域
に
お
け
る
小
農
経
営
の
実
践
を
意
図
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
品

川
家
の
役
割
は
、
創
業
費
を
負
担
・
支
援
し
、
小
農
の
自
活
化
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
図
る
府
県
勧
業
行
政
当
局
の
位
置
に
相
当
す
る
。

　

多
様
な
「
老
農
農
法
」
や
近
代
的
「
学
理
農
法
」
が
入
り
乱
れ
る
中
で
、
自
ら

の
信
ず
る
「
老
農
農
法
」
を
主
体
と
し
た
技
術
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
小
農
経
営
に
対
す

る
有
効
性
を
、
直
ち
に
府
県
勧
業
行
政
上
で
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
技
術
選

択
一
つ
と
っ
て
も
、
多
様
な
地
域
・
集
団
・
人
び
と
の
多
様
な
利
害
が
絡
ん
で
く

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
自
家
経
営
と
は
ま
こ
と
に
都
合
が
よ
い
。

自
ら
の
裁
量
で
、
自
ら
の
選
択
し
た
技
術
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
即
座
に
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
品
川
家
北
海
道
農
牧
場
の
技
術
選
択
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、

同
時
期
に
品
川
が
力
を
注
い
だ
信
用
組
合
の
普
及
や
議
会
を
通
じ
た
実
業
家
の
利

益
追
求
は
、
よ
り
立
体
的
・
有
機
的
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

 

１　

池
田
さ
な
え
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
政
治
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成 

―
― 

品
川

弥
二
郎
・
京
都
尊
攘
堂
人
脈
の
分
析
か
ら
」（『
日
本
研
究
』
六
六
、二
〇
二
三
年
）、

同
「
京
都
・
尊
攘
堂
に
お
け
る
「
活
き
た
勤
王
」
―
― 

近
代
京
都
文
化
を
作
り
、

支
え
た
人
び
と
」（
高
木
博
志
編『
近
代
京
都
と
文
化
』思
文
閣
出
版
、二
〇
二
三
年
）。

２　

勝
部
眞
人
『
明
治
農
政
と
技
術
革
新
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
。

３　

同
右
。

４　

國
雄
行
『
近
代
日
本
と
農
政 

― 

明
治
前
期
の
勧
農
政
策 

―
』（
岩
田
書
院
、

二
〇
一
八
年
）、荒
幡
克
己「
井
上
馨
の「
大
農
論
」を
巡
っ
て
」（『
農
業
経
済
研
究
』

六
八‒

三
、一
九
九
六
年
）。

５　

旗
手
勲
『
日
本
に
お
け
る
大
農
場
の
生
成
と
展
開
』（
御
茶
の
水
書
房
、

一
九
七
八
年
、
初
版
は
一
九
六
三
年
）。

６　

同
右
、
お
よ
び
永
井
秀
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
北
海
道
』（
北
海
道
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
第
二
章
第
四
節
。

７　

前
掲
旗
手
勲
『
日
本
に
お
け
る
大
農
場
の
生
成
と
展
開
』
一
七
〇
～

一
七
一
頁
。

８　

西
村
卓
『「
老
農
時
代
」
の
技
術
と
思
想 

― 

近
代
日
本
農
事
改
良
史
研
究 

―
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
年
。

９　

後
藤
靖
「
日
本
資
本
主
義
形
成
期
の
華
族
の
財
産
所
有
状
況
」（『
立
命

館
経
済
学
』
三
四‒

六
、一
九
八
六
年
）、
同
「
華
族
世
襲
財
産
の
設
定
状
況
に

つ
い
て
」（『
立
命
館
経
済
学
』
三
七‒

四
・
五
合
併
号
、
一
九
八
八
年
）、
千
田

稔
「
華
族
資
本
と
し
て
の
侯
爵
細
川
家
の
成
立
・
展
開
」（『
土
地
制
度
史
学
』

一
一
六
、一
九
八
七
年
）、
同
「
華
族
資
本
の
成
立
・
展
開 

― 

明
治
・
大
正
期
の

旧
土
浦
藩
主
土
屋
家
に
つ
い
て 

―
」（『
社
会
経
済
史
学
』
五
五‒

一
、一
九
八
九

年
）、
楠
本
美
智
子
「
公
財
政
か
ら
私
財
政
へ 

― 

１
９
世
紀
福
岡
藩
家
老
三

奈
木
黒
田
家
の
場
合 

―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
三
九
、一
九
九
四

年
）、
大
豆
生
田
稔
「
堀
田
家
農
事
試
験
場
に
つ
い
て
」（『
佐
倉
市
史
研
究
』

一
九
、二
〇
〇
六
年
）、
熊
澤
恵
里
子
「
越
前
松
平
康
荘
の
英
国
留
学
と
試
農
場
の

創
設
」（『
地
方
教
育
史
研
究
』
三
四
、二
〇
一
三
年
）、
内
山
一
幸
『
明
治
期
の
旧

八
七

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



藩
主
家
と
社
会 

― 

華
士
族
と
地
方
の
近
代
化 

―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五

年
）。
前
掲
旗
手
書
も
蜂
須
賀
農
場
・
前
田
農
場
な
ど
旧
大
名
家
の
所
有
農
場
を

扱
っ
て
い
る
。
蜂
須
賀
農
場
の
共
同
経
営
者
で
あ
る
菊
亭
脩
季
に
言
及
し
て
い
る

と
い
う
点
で
は
公
卿
華
族
に
関
す
る
研
究
と
も
言
え
る
。
菊
亭
の
農
場
経
営
へ
の

関
与
に
つ
い
て
は
刑
部
芳
則
『
三
条
実
美 

― 

孤
独
の
宰
相
と
そ
の
一
族 

―
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

１０　
斉
藤
清
伸
『
那
須
野
ヶ
原
に
お
け
る
矢
板
農
場
の
成
立
と
解
体
』（
非
売
品
、

一
九
七
二
年
）。

１１　
坂
根
義
久
「
青
木
周
蔵
の
土
地
哲
学
と
青
木
開
墾
」（『
野
州
史
学
』
四
、

一
九
七
七
年
）。

１２　
井
奥
成
彦「
勲
功
華
族
仁
礼
景
範
家
の
塩
田
経
営
」（『（
三
田
史
学
会
）史
学
』

八
一‒

一
／
二
、二
〇
一
二
年
）、
浜
野
潔
「
勲
功
華
族
の
農
場
経
営
と
そ
の
継
承 

― 

海
軍
中
将
・
仁
禮
景
範
の
家
族
史 

―
」（『（
三
田
史
学
会
）
史
学
』
八
一‒

一
／
二
、 

二
〇
一
二
年
）。

１３　
品
川
も
、
息
子
・
弥
一
に
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ン
で
農
学
を
学
ば
せ
、
息
子
が

事
業
を
担
任
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
後
述
す
る
管
理
人
を
置
い
た
。
但
し
、
発

想
の
独
自
性
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、
品
川
の
方
が
先
行
事
例
で
あ
る
こ
と
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１４　
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
の
華
族
令
公
布
に
よ
り
新
た
に
華
族
に
列
せ

ら
れ
た
伯
子
男
爵
に
は
、
豊
富
な
世
襲
財
産
を
持
つ
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
華

族
と
し
て
の
体
面
を
維
持
す
る
た
め
に
伯
爵
三
万
円
、
子
爵
二
万
円
、
男
爵
一
万

円
の
「
家
門
永
続
資
金
」
が
与
え
ら
れ
た
。

１５　
村
田
峯
次
郎
『
品
川
子
爵
伝
』（
大
日
本
図
書
、
一
九
一
〇
年
）
五
四
一
、

五
六
八
頁
。

１６　
「
品
川
子
爵
の
北
海
道
牧
場
」（
明
治
三
八
年
五
月
七
日『
東
京
朝
日
新
聞
』）。

１７　
（
18
）‒

④
の
四
枚
目
に
「
牧
場
ハ
元
ト
加
賀
人
ノ
開
進
会
社
ト
云
フ
者
ヨ

リ
明
治
二
十
年
頃
御
譲
受
ク
」
と
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
開
進
会
社
社
長
の

岩
橋
轍
輔
は
和
歌
山
出
身
だ
が
、
重
役
の
一
人
、
林
顕
三
・
長
尾
助
信
が
加
賀
の

人
間
で
、そ
の
後
加
賀
か
ら
多
く
の
移
民
を
入
植
さ
せ
た
こ
と
（
高
倉
新
一
郎
「
北

海
道
開
進
社
顚
末
」〈『
北
海
道
大
学　

経
済
学
研
究
』
一
一
、一
九
五
七
年
〉
五
、

二
二
頁
）
が
こ
の
よ
う
な
認
識
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

１８　
和
歌
山
藩
士
出
身
で
儒
家
。
蘭
学
を
修
め
、
阿
部
正
弘
に
時
勢
を
論
じ
た

こ
と
で
一
時
藩
に
捕
ら
え
ら
れ
る
も
、
土
佐
藩
の
い
ろ
は
丸
事
件
で
の
交
渉
の
た

め
解
か
れ
る
。
こ
の
時
の
功
労
で
勘
定
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
維
新
後
、
大
蔵
省

出
仕
、
内
務
少
丞
な
ど
を
務
め
る
。
明
治
八
年
退
官
す
る
も
、
大
蔵
大
丞
時
代
に

進
め
て
い
た
華
士
族
授
産
制
度
調
査
で
岩
倉
具
視
の
信
任
を
得
、
そ
の
力
添
え
で

明
治
一
〇
年
楢
原
繁
、
熊
ケ
谷
武
五
郎
と
と
も
に
華
族
銀
行
設
立
、
同
行
の
頭
取

と
な
る
。
開
進
会
社
を
発
起
し
た
時
点
で
は
第
四
十
四
銀
行
在
勤
で
あ
っ
た
。
明

治
一
五
年
一
〇
月
二
八
日
死
去
（
前
掲
高
倉
新
一
郎
「
北
海
道
開
進
社
顚
末
」、

明
治
一
五
年
一
一
月
七
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』、
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
「
北
海

道
開
進
会
社
関
連
資
料
」
請
求
記
号
Ｂ
３‒

１
／
４
）。

１９　
明
治
一
二
年
六
月
一
二
日
に
開
拓
大
書
記
官
時
任
為
基
に
出
願
し
て
い
る

（「
会
社
設
立
願
」〈
前
掲
「
北
海
道
開
進
会
社
関
連
資
料
」
Ｂ
３‒

（
１
）
／
３
〉）。

２０　
「
北
海
道
開
進
会
社
設
立
申
合
条
件
追
加
節
目
」（
同
右
Ｂ
３‒

１
／
５
）。

２１　
前
掲
高
倉
新
一
郎
「
北
海
道
開
進
社
顚
末
」。

２２　
同
右
。

八
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
五
号



２３　
前
掲
「
北
海
道
開
進
会
社
設
立
申
合
条
件
追
加
節
目
」。

２４　
「
大
阪
府
録
事
」（
明
治
一
四
年
六
月
二
六
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』）、「
地
所

御
下
付
願
」（
前
掲
「
北
海
道
開
進
会
社
関
連
資
料
」
請
求
記
号
Ｂ
３‒

１
／
６
）。

２５　
「
北
海
道
開
進
会
社
改
正
申
合
条
件
原
書
」（
前
掲
「
北
海
道
開
進
会
社
関

連
資
料
」
請
求
記
号
Ｂ
３‒
１
／
１
８
）。

２６　
「〔
開
進
会
社
ノ
事
業
ニ
付
告
知
〕」（
前
掲
「
北
海
道
開
進
会
社
関
連
資
料
」

請
求
記
号
Ｂ
３‒

１
／
１
４
）。

２７　
前
掲
高
倉
新
一
郎
「
北
海
道
開
進
社
顚
末
」
一
八
～
一
九
頁
、「〔
日
記
〕」（
北

海
道
立
文
書
館
所
蔵
「
宮
崎
簡
亮
関
係
文
書
」〈
前
掲
「
北
海
道
開
進
会
社
関
連

資
料
」
請
求
記
号
Ｂ
３‒

２
／
１
３
〉）、明
治
一
五
年
五
月
一
〇
日
付
宮
崎
簡
亮
・

長
尾
助
信
・
林
顕
三
宛
岩
橋
轍
輔
書
簡
（
前
掲
「
北
海
道
開
進
会
社
関
連
資
料
」

請
求
記
号
Ｂ
３‒

２
／
１
７
（
２
））。

２８　
片
岡
政ま
さ

次じ

は
、
神
奈
川
県
相
模
国
足
柄
下
郡
小
田
原
駅
新
玉
町
三
丁
目
に

本
籍
を
置
く
士
族
（「
旧
小
田
原
藩
人
諸
君
に
告
ぐ
」〈
明
治
二
七
年
五
月
二
五
日

『
東
京
朝
日
新
聞
』
広
告
〉、（
１
）‒

⑲
）。
明
治
二
八
年
一
一
月
二
八
日
、
一
一
月

二
九
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
広
告
で
も
「
藩
人
征
清
役
従
軍
者
歓
迎
会
」
の
幹
事

と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
明
治
二
七
年
四
月
一
四
日
に
は
品
川
の
代
理
と
し
て

小
田
原
報
徳
二
宮
神
社
の
上
陳
祭
・
大
殿
祭
・
遷
宮
祭
に
も
参
列
し
て
い
る
（
前

田
寿
紀
「「
二
宮
尊
徳
翁
五
十
年
記
念
会
」
以
前
に
お
け
る
報
徳
社
と
そ
の
周
辺
」

〈『
金
沢
大
学
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
一
二
、一
九
九
二
年
〉）
こ
と
か
ら
、

明
治
一
〇
年
代
農
政
の
局
に
当
た
っ
て
い
た
当
時
か
ら
報
徳
社
に
注
目
し
て
い
た

品
川
が
、
二
宮
尊
徳
の
出
身
地
で
あ
り
主
要
な
活
動
拠
点
で
も
あ
っ
た
小
田
原
で

相
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
治
三
二
年
一
月
二
〇
日

時
点
で
は
真
宗
信
徒
生
命
東
京
支
社
の
支
配
人
（「
借
用
証
他
」〈
品
川
文
書
１　

書
類
Ｒ
７
９‒

１
６
２
２‒

１
〉）。
も
と
品
川
家
の
那
須
野
農
場
の
管
理
を
矢
板

武
・
印
南
丈
作
ら
と
協
力
の
も
と
任
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
北
海
道
農
牧
場
の

経
営
を
一
任
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（（
１
）‒

①
、
⑬
、
⑭
、『
品
川
文
書
』

所
収
の
片
岡
書
簡
よ
り
）。
品
川
の
紹
介
の
も
と
西
本
願
寺
に
差
し
向
け
ら
れ
、

同
寺
の
財
政
に
対
し
顧
問
的
な
立
場
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
（
明
治
二
四
年

四
月
一
一
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡
〈『
品
川
文
書
』
八
、四
九
五
頁
〉）。

な
お
、
片
岡
を
品
川
家
の
「
家
令
」
と
す
る
記
述
も
散
見
さ
れ
る
が
、
明
治
二
二

年
・
二
五
年
版
『
華
族
名
鑑
』（
と
も
に
彦
根
正
三
編
、
博
公
書
院
）
に
は
家
令

の
記
載
が
な
く
、
家
扶
太
田
弥
太
郎
の
名
の
み
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
片
岡
は

品
川
家
に
仕
え
て
き
た
人
物
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２９　
（
18
）‒

④
。
開
進
会
社
は
乙
部
村
字
千
岱
野
に
約
六
五
万
坪
、
支
小
川
に

三
七
万
坪
の
土
地
を
持
っ
て
い
た
（
前
掲
高
倉
新
一
郎
「
北
海
道
開
進
社
顚
末
」

一
一
～
一
二
頁
）。

３０　
前
掲
高
倉
新
一
郎
「
北
海
道
開
進
社
顚
末
」
二
〇
頁
。

３１　
「
品
川
農
商
務
大
輔
購
入
地
所
ノ
件
〈
函
館
県
〉」（
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵

「
滞
京
中
内
状
留　

自
十
六
年
十
一
月
至
拾
七
年
四
月
」
請
求
記
号
：
簿
書
／

９
０
２
３
）。

３２　
同
上
、
及
び
「
品
川
農
商
務
大
輔
亀
田
村
ニ
於
テ
払
下
地
所
購
求
ノ
件
〈
函

館
県
〉」（
前
掲
「
滞
京
中
内
状
留　

自
十
六
年
十
一
月
至
拾
七
年
四
月
」）。

３３　
（
函
館
県
勧
業
課
長
）
二
木
彦
七
宛
伊
沢
基
伺
（
前
掲
「
滞
京
中
内
状
留　

自
十
六
年
十
一
月
至
拾
七
年
四
月
」）。

３４　
品
川
弥
二
郎
宛
（
函
館
県
令
）
時
任
為
基
通
知
（
同
右
）。八

九

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



３５　
な
お
、
品
川
家
現
当
主
芳
昭
氏
に
よ
れ
ば
、
片
岡
の
名
は
「
ま
さ
じ
」
と

読
む
の
が
正
し
い
よ
う
で
、「
政
治
」
と
あ
る
も
の
は
音
か
ら
拾
っ
た
誤
記
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

３６　
品
川
に
宛
て
て
農
況
報
告
を
送
る
片
岡
の
住
所
は
「
渡
島
国
亀
田
郡
大
野

村
寄
留
」
と
な
っ
て
い
る
。

３７　
（
５
）‒

③
。

３８　
（
１
）‒

㉒
。

３９　
（
18
）‒

③
。

４０　
そ
の
後
、
品
川
は
同
じ
く
開
拓
使
の
保
護
事
業
と
し
て
経
営
さ
れ
て
い

た
隣
接
官
有
地
及
び
「
七
重
牧
牛
場
」
の
編
入
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（（
１
）‒

⑬
、
㉒
）。

４１　
品
川
弥
一
の
後
品
川
家
を
相
続
し
た
清
太
郎
は
、
弥
一
の
娘
美
子
と
時
永
浦

三
の
長
男
で
あ
る
（
霞
会
館
華
族
家
系
大
成
編
輯
委
員
会
編
『
平
成
新
修
旧
華
族

家
系
大
成
』
上
巻
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
〉
及
び
品
川
芳
昭
氏
に
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。
時
永
の
経
歴
に
つ
い
て
は
加
藤
道
也
「
朝
鮮
総
督
府
官
僚
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
認
識 

― 

時
永
浦
三
を
手
掛
か
り
と
し
て 

―
」〈『
大
阪
産
業
大
学
経
済

論
集
』
一
一‒

一
、 

二
〇
〇
九
年
〉、
同
「
時
永
浦
三
の
ア
メ
リ
カ
調
査
報
告 
― 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
朝
鮮
独
立
運
動
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
運
動 

―
」〈『
大
阪

産
業
大
学
経
済
論
集
』
一
一‒

二
、 

二
〇
一
〇
年
〉、
同
「
内
地
時
代
の
時
永
浦

三 

― 

朝
鮮
総
督
府
出
身
官
僚
の
内
地
行
政
官
と
し
て
の
経
歴
を
め
ぐ
っ
て 

―
」

〈『
大
阪
産
業
大
学
経
済
論
集
』
一
一‒

三
、 

二
〇
一
〇
年
〉
を
参
照
し
た
）。
昭
和

三
年
一
〇
月
一
日
付
時
永
浦
三
宛
坂
本
柴
門
書
簡
の
別
紙
「
土
地
家
督
相
続
ニ
付

登
記
申
請
」（
受
付
印
は
昭
和
三
年
九
月
二
四
日
）
に
は
、「
爾
志
郡
乙
部
村
大
字

乙
部
村
支
小
川
字
千
岱
野
／
五
番
地
亡
品
川
弥
一
家
督
相
続
人
／
申
請
人　

品
川

清
太
郎　

右
未
成
年
ニ
付
／
後
見
人　

時
永
浦
三
」
と
あ
る
。

４２　
ち
な
み
に
、
品
川
家
農
牧
場
は
生
産
さ
れ
た
作
物
も
三
井
物
産
に
販
売
委

託
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（（
１
）‒

⑬
）。

４３　
表
４
・
６
に
関
し
て
、
品
川
家
農
牧
場
の
う
ち
千
岱
野
牧
場
の
収
支
決
算
表

が
明
治
二
四
、二
七
年
度
の
両
年
度
の
み
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
後
述
す

る
大
谷
家
へ
の
牧
場
譲
渡
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
品
川
家
が
大
谷
家
に

牧
場
を
譲
渡
す
る
際
、
及
び
大
谷
家
が
品
川
家
に
同
牧
場
を
返
却
す
る
際
に
、
経

営
状
態
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

４４　
明
治
（
二
四
）
年
四
月
一
八
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
赤
松
連
城
・
小
田
仏
乗
・

大
洲
鉄
然
書
簡
（『
品
川
文
書
』
八
、四
七
四
頁
）。

４５　
西
本
願
寺
の
宗
務
運
営
上
の
ト
ッ
プ
。
明
治
一
三
年
「
寺
法
」
で
定
め
ら
れ

た
ポ
ス
ト
で
あ
る
執
行
の
長
。
職
務
は
、
法
主
を
匡
輔
し
、
興
学
布
教
・
派
内
の

事
務
を
担
任
（「
寺
法
」
九
条
）、 

集し
ゅ
う

会え

の
決
を
と
り
、
僧
侶
の
褒
貶
・
派
内
の
擯

黜
を
す
る
（
一
一
条
）
こ
と
で
あ
り
、
法
臈
一
五
年
以
上
の
者
（
一
二
条
）
の
う

ち
、
集
会
の
公
認
を
得
た
の
ち
法
主
に
任
命
さ
れ
る
（
一
三
条
）（
本
願
寺
史
料

研
究
所
編
『
増
補
改
訂　

本
願
寺
史　

第
三
巻
』〈
本
願
寺
出
版
社
、二
〇
一
九
年
、

一
七
五
頁
）。

４６　
池
田
さ
な
え
「
仏
教
教
団
の
「
近
代
化
」
に
お
け
る
門
信
徒
の
経
済
的
役

割 
― 
明
治
期
・
西
本
願
寺
「
有
力
門
徒
」
ら
に
よ
る
会
社
設
立
」『
史
学
雑
誌
』

一
三
〇‒
一
〇
、 

二
〇
二
一
年
。

４７　
串
山
ま
ゆ
ら
「
初
期
議
会
期
に
お
け
る
品
川
弥
二
郎
と
本
願
寺
派
役
僧
」（『
日

本
宗
教
文
化
史
研
究
』
七‒

一
、二
〇
〇
三
年
）、
及
び
平
野
武
『
西
本
願
寺
寺

九
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
五
号



法
と
「
立
憲
主
義
」
― 

近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
宗
教
組
織 

―
』（
法
律
文
化

社
、一
九
八
八
年
）。
安
丸
良
夫
『
神
々
の
明
治
維
新
』（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
六
年
。

初
版
は
一
九
七
九
年
）
で
は
「
長
防
グ
ル
ー
プ
」（
一
九
六
頁
）、
羽
賀
祥
二
『
明

治
維
新
と
宗
教
』（
筑
摩
書
房
、一
九
九
四
年
）
で
は
「
長
州
グ
ル
ー
プ
」（
二
〇
七

頁
）
と
称
さ
れ
る
。

４８　
辻
岡
健
志
「
僧
侶
か
ら
政
治
家
へ 

― 

金
尾
稜
厳
の
洋
行
・
政
界
進
出
・
議
会

活
動 

―
」（『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』
三
九
、 

二
〇
一
〇
年
）
一
一
頁
。

４９　
（
４
）‒

②
。

５０　
「
ヒ
ヤ
シ
」
と
は
、『
防
長
歴
史
用
語
辞
典
』（
石
川
卓
美
著
、
マ
ツ
ノ
書
店
、

一
九
八
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
原
義
は
不
明
で
あ
る
が
、
通
達
す
べ
き
文
書
や
受
理

し
た
文
書
の
末
尾
に
、
こ
れ
を
処
理
し
た
者
が
、
通
達
・
施
行
・
処
理
の
結
末
な

ど
を
備
考
と
し
て
註
記
す
る
こ
と
や
、
そ
の
註
記
自
体
を
指
し
て
い
う
も
の
で
あ

る
。５１　

（
１
）‒

⑯
。
年
代
は
、
封
筒
表
に
品
川
の
筆
跡
で
「
廿
八
年
三
月
」
と
書

込
み
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
推
定
し
た
。

５２　
前
掲
串
山
ま
ゆ
ら「
初
期
議
会
期
に
お
け
る
品
川
弥
二
郎
と
本
願
寺
派
役
僧
」

に
よ
れ
ば
、
こ
の
後
大
洲
は
自
ら
の
財
源
拡
大
策
が
招
い
た
負
債
に
よ
っ
て
教
団

内
で
の
地
位
を
失
い
か
け
る
。
こ
の
際
大
洲
の
地
位
を
救
っ
た
の
が
品
川
で
あ
る

こ
と
も
ま
た
、
串
山
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

５３　
前
掲
平
野
武
『
西
本
願
寺
寺
法
と
「
立
憲
主
義
」』
第
三
章
。
光
尊
は
、「
防

長
グ
ル
ー
プ
」
役
僧
ら
が
教
団
の
主
導
権
を
握
り
、
宗
門
の
重
要
な
問
題
に
関
し

て
も
、
法
主
で
あ
る
自
身
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
抱
い
て
お

り
、
そ
の
内
情
を
役
僧
ら
に
は
内
密
に
し
て
特
に
品
川
に
開
陳
・
相
談
し
て
い
た

（
明
治
二
〇
年
五
月
三
一
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
大
谷
光
尊
書
簡
〈『
品
川
文
書
』
二
、

二
八
二
～
二
八
六
頁
〉。
ち
な
み
に
、
右
書
簡
中
二
八
三
頁
「
願
は
敷
」
は
、
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
品
川
文
書
１　
書
簡
」
Ｒ
２
３‒

５
０
７‒

４

を
確
認
す
る
と
、「
歎
ハ
敷
」
の
誤
翻
刻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ど
ち
ら
の
字

を
と
る
か
に
よ
っ
て
同
書
簡
の
意
味
が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
重
要
な
部
分
で
あ

る
と
考
え
る
の
で
、
こ
こ
に
注
記
し
て
お
き
た
い
）。

５４　
明
治
（
二
四
）
年
（
七
）
月
（
四
）
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
大
洲
鉄
然
書
簡
（『
品

川
文
書
』
二
、二
五
一
〜
二
五
二
頁
）
に
、「
坂
本
柴
門
の
事
早
速
諸
老
へ
相
談
仕

候
て
可
申
上
候
。
無
論
依
頼
の
事
と
私
は
奉
存
候
」
と
あ
り
、ま
た
明
治
（
二
四
）

年
八
月
二
四
日
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡
（『
品
川
文
書
』
三
、四
七
頁
）
に

「
坂
本
之
事
承
知
仕
候
。
同
人
に
は
最
初
よ
り
本
願
寺
の
返
答
は
一
言
も
不
申
候
。

土
地
之
事
は
御
懇
諭
通
当
分
差
扣
、
時
機
到
来
相
待
可
申
候
」
と
あ
る
の
が
そ
の

こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

５５　
（
１
）‒

⑩
。

５６　
坂
本
は
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
五
月
に
は
乙
部
農
会
を
設
立
し
、
会
長

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
は
乙
部
村
会
議
員
に
就
任

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乙
部
村
に
土
着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
乙
部
町
抄
史
編
纂

委
員
会
編
『
乙
部
町
抄
史
』
乙
部
町
、
一
九
七
九
年
、
七
八
、八
六
頁
）。
な
お
、

前
掲
『
乙
部
町
抄
史
』
七
八
頁
で
「
坂
木
」
と
あ
る
の
は
「
坂
本
」
の
誤
り
で
あ

ろ
う
。

５７　
前
掲
池
田
さ
な
え
「
仏
教
教
団
の
「
近
代
化
」
に
お
け
る
門
信
徒
の
経
済

的
役
割
」。

５８　
発
行
元
は
片
岡
の
舅
の
田
中
治
兵
衛
。

九
一

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



５９　
『
北
海
道
宗
教
殖
民
論
』
四
四
頁
。

６０　
同
右
、
四
四
～
四
五
頁
。

６１　
同
右
、
四
八
頁
。

６２　
永
幡
豊
「
北
海
道
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
分
布
に
つ
い
て
」『
地
理
学
論
集
』

八
八‒

一
、二
〇
一
三
年
。

６３　
函
館
市
史
編
さ
ん
室
編
『
函
館
市
史  

通
史
編
第
２
巻
』（
函
館
市
、
一
九
九
〇

年
）
一
三
二
二
頁
、
滋
賀
教
区
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
近
江
に
生
き
る
浄
土

真
宗
と
民
衆 

― 

滋
賀
教
区
百
二
十
年
史
』（
滋
賀
教
区
基
幹
運
動
推
進
委
員
会
、

二
〇
〇
四
年
）
六
九
頁
。

６４　
前
掲
『
函
館
市
史　

通
史
編
第
２
巻
』
一
三
二
七
～
一
三
二
九
頁
。

６５　
（
１
）‒

⑭
。

６６　
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
「
定
期
集
会
筆
記　

明
治
二
三
年
乙
」
八
〇

～
八
一
頁
。

６７　
同
右
、
八
二
頁
。

６８　
同
右
。
以
下
会
衆
の
発
現
に
関
し
て
は
同
じ
。

６９　
（
４
）‒

②
よ
り
、
大
谷
家
は
代
金
七
六
四
一
円
三
五
銭
で
譲
り
受
け
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
表
７
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
地
代
・
事
業
費
に
相
当
す
る
。

７０　
北
海
道
農
友
会
編
刊
『
北
海
道
農
場
調
査
』
一
九
一
三
年
、
三
九
六
頁
。

７１　
（
１
）‒

⑬
。

７２　
（
１
）‒

⑬
、
⑭
。

７３　
（
５
）‒

③
。

７４　
（
４
）‒

⑤
。

７５　
前
掲
池
田
さ
な
え
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
政
治
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」

二
六
頁
。

７６　
（
１
）‒

㉒
。

７７　
（
１
）‒

⑬
。

７８　
（
５
）‒

③
。

７９　
（
１
）‒

⑬
。

８０　
（
５
）‒

③
。
一
例
と
し
て
、
農
具
の
貸
与
は
新
墾
時
以
外
し
な
い
こ
と
、

樹
木
の
伐
採
を
認
め
な
い
こ
と
、
賞
与
と
し
て
与
え
た
馬
が
不
妊
で
あ
っ
た
り
堕

胎
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
地
主
は
そ
の
飼
育
料
を
負
担
し
な
い
こ

と
な
ど
。

８１　
（
５
）‒

③
。

８２　
（
１
）‒

⑭
。

８３　
前
掲
『
北
海
道
農
場
調
査
』
三
九
七
頁
。

８４　
（
５
）‒

③
。

８５　
な
ぜ
こ
の
時
期
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
根
拠
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
谷
家
が
「
千
岱
野
牧
場
」
を
返
還
す
る
時

期
に
あ
た
る
こ
と
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

８６　
明
治（
一
九
）年
七
月
三
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡（『
品
川
文
書
』

三
、三
九
～
四
三
頁
）、
明
治
（
一
九
）
年
九
月
五
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次

書
簡
（『
品
川
文
書
』
三
、 

四
三
～
四
七
頁
）、（
１
）‒

㉒
。

８７　
前
掲
明
治
（
一
九
）
年
七
月
三
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡
。

８８　
（
５
）‒

③
。

８９　
（
５
）‒
③
。

９０　
前
掲
勝
部
眞
人
『
明
治
農
政
と
技
術
革
新
』。

九
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
五
号



９１　
前
掲
明
治
（
一
九
）
年
七
月
三
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡
、
及
び

前
掲
明
治
（
一
九
）
年
九
月
五
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡
。
星
野
長
太

郎
に
関
し
て
は
祖
田
修
『
前
田
正
名
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
一
八
七
～

一
九
〇
頁
、
船
津
伝
次
平
に
関
し
て
は
上
野
教
育
会
『
船
津
伝
次
平
伝
』（
大
野

書
店
、
一
九
〇
七
年
）、
矢
板
武
に
関
し
て
は
『
品
川
文
書
』
七
、二
六
五
頁
。

９２　
前
掲
明
治
（
一
九
）
年
七
月
三
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡
。

９３　
前
掲
明
治
（
一
九
）
年
九
月
五
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡
。

９４　
前
掲
明
治
（
一
九
）
年
七
月
三
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
片
岡
政
次
書
簡
。

９５　
前
掲
西
村
卓
『
老
農
時
代
の
技
術
と
思
想
』。
但
し
、
船
津
伝
次
平
は
老
農

で
あ
り
な
が
ら
、
西
村
氏
が
重
視
す
る
林
遠
里
の
よ
う
な
近
世
的
自
然
観
に
基
づ

く
農
事
改
良
と
は
一
線
を
画
し
、
後
に
主
流
と
な
る
農
学
士
た
ち
に
よ
る
学
理
農

法
に
親
和
的
で
あ
っ
た
。

９６　
同
右
、
第
四
章
。

９７　
池
田
さ
な
え
『
皇
室
財
産
の
政
治
史 

― 

明
治
二
〇
年
代
の
御
料
地
「
処
分
」

と
宮
中
・
府
中
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
九
年
）。

９８　
同
右
、
一
〇
四
頁
。

９９　
須
々
田
犂
吉
「
解
題
」（『
明
治
農
書
全
集　

第
一
巻　

稲
作
』
農
山
漁
村

文
化
協
会
、
一
九
八
三
年
）。

１００　
品
川
と
老
農
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
文
献
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
河
の
古
橋
源
六
郎
暉
兒
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、

池
田
さ
な
え
「
明
治
国
家
の
な
か
の
古
橋
父
子
」（
新
修
豊
田
市
史
編
さ
ん
専
門
委

員
会
編
『
新
修
豊
田
市
史
４ 

通
史
編 

近
代
』
豊
田
市
、
二
〇
二
二
年
、
一
四
四

〜
一
四
五
頁
）。
品
川
と
在
来
産
業
従
事
者
や
技
術
者
と
の
出
会
い
も
本
文
の
推

測
を
裏
付
け
る
根
拠
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。川
島
織
物（
現
・
川
島
織
物
セ
ル
コ
ン
）

の
二
代
川
島
甚
兵
衞
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
池
田
さ
な
え
「
川
島
織
物
セ
ル

コ
ン
・
川
島
織
物
文
化
館
所
蔵
「
二
代
・
川
島
甚
兵
衞
関
係
文
書
」
品
川
弥
二
郎

書
翰
」（『
史
林
』
一
〇
三‒

五
、二
〇
二
〇
年
）、
水
際
の
大
型
建
築
に
お
い
て
近

代
日
本
で
長
ら
く
使
用
さ
れ
て
き
た
セ
メ
ン
ト
代
用
土
「
服
部
人
造
石
」
の
発
明

者
、
服
部
長
七
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
樋
口
輝
久
・
馬
場
俊
介
・
天
野
武
弘
・

片
岡
靖
志
「
中
国
地
方
の
人
造
石
工
法 

― 

服
部
長
七
を
め
ぐ
る
人
間
関
係 

―
」

（『
土
木
史
研
究　

論
文
集
』
二
六
、二
〇
〇
七
年
）
一
〇
八
、一
一
〇
頁
に
詳
し
い
。

い
ず
れ
も
博
覧
会
・
共
進
会
等
勧
業
諸
会
に
て
品
川
に
見
出
さ
れ
、
そ
の
後
も
長

ら
く
密
接
な
関
係
が
継
続
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
例
は

他
に
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

１０１ 　
（
１
）‒

㉒
。

１０２　
前
掲
の
肥
料
に
関
し
て
も
、
当
時
「
老
農
農
法
」
と
し
て
全
国
的
に
評
価
が

高
ま
っ
て
い
た
「
小
柳
津
焼
土
肥
料
」（
伴
野
泰
弘
「
明
治
20
年
前
後
に
お
け
る

「
焼
土
肥
料
論
争
」
の
歴
史
的
意
味 

― 

小
柳
津
勝
五
郎
の
農
法
を
め
ぐ
っ
て 

―
」

同
志
社
大
学
『
経
済
学
論
叢
』
七
三‒

四
、二
〇
二
二
年
）
で
は
な
く
、
老
農
で

あ
り
な
が
ら
政
府
の
中
か
ら
学
理
農
法
を
掲
げ
全
国
の
老
農
た
ち
と
対
立
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
船
津
伝
次
平
の
「
肌
肥
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
、
単
純
な
「
老

農
農
法
」
と
言
い
難
い
思
想
が
見
ら
れ
る
。

１０３　
一
色
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
一
色
町
誌
』（
一
色
町
役
場
、
一
九
七
〇
年
）

七
四
五
～
七
四
六
頁
、
宮
川
清
編
『
愛
知
県
農
業
団
体
史　

農
会
編
』（
愛
知
県

農
業
協
同
組
合
中
央
会
、
一
九
七
三
年
）
四
〇
〇
〜
四
〇
一
頁
、
愛
知
県
史
編
さ

ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

資
料
編
２
８　

近
代
５　

農
林
水
産
業
』（
愛
知
県
、

九
三

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―



二
〇
〇
〇
年
）
一
七
六
～
一
八
五
頁
。

１０４　
（
１
）‒

⑨
。

１０５　
（
１
）‒
⑩
、
明
治
二
九
年
二
月
二
一
日
付
差
出
人
不
明
〔
太
田
伊
八
宛
〕

書
簡
（
西
尾
市
立
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
太
田
伊
八
家
文
書
」
分
類
番
号
５
・
３
５‒

２
３
）。「
太
田
伊
八
家
文
書
」
に
は
差
出
人
・
年
月
日
不
明
な
が
ら
、
片
岡
と
太

田
が
北
海
道
の
件
に
つ
き
頻
繁
に
相
談
を
重
ね
て
い
た
こ
と
の
わ
か
る
史
料
が
残

さ
れ
て
い
る
（
同
右
５
・５
５‒
２
４
、５
・
９
９‒

５
）。

１０６　
（
１
）‒

⑩
。

１０７　
（
５
）‒

②
。

１０８　
同
右
。

１０９　
「
小
柳
津
」
姓
は
三
河
地
域
で
は
珍
し
く
な
い
。「
小
柳
津
」
姓
と
し
て
は
、

老
農
と
し
て
「
焼
土
肥
料
」（
註
102
参
照
）
で
有
名
な
小
柳
津
勝
五
郎
が
想
起
さ

れ
る
が
、同
氏
は
八
名
郡
出
身
で
「
養
蚕
家
」
で
も
な
い
た
め
別
人
と
思
わ
れ
る
。

品
川
と
の
関
係
か
ら
考
え
れ
ば
、
品
川
の
死
に
際
し
追
悼
歌
を
贈
っ
て
い
る
小
柳

津
忠
民
が
想
起
さ
れ
る
（
織
田
完
之
参
閲
、阿
部
信
一
纂
編
『
品
川
子
爵
追
悼
録
』

警
眼
社
、
一
九
〇
〇
年
、
二
九
一
頁
）
が
、「
愛
知
県
庁
文
書
」
所
収
史
料
に
よ

れ
ば
忠
民
と
治
郎
右
衛
門
は
別
人
物
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
（
前
掲
『
愛
知
県
史

　

資
料
編
２
８　

近
代
５　

農
林
水
産
業
』
一
四
一
頁
）。
但
し
、
血
縁
関
係
は

不
明
で
あ
る
。

１１０　
（
５
）‒

②
。

１１１　
岡
田
洋
司
「
志
賀
重
昂
に
お
け
る
郷
土
意
識
と
国
家
意
識
」（
愛
知
学
泉
大

学
）『
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
紀
要
』
二‒

二
、 

二
〇
一
四
年
。

１１２　
『
み
か
は
』
第
一
号
、
明
治
二
二
年
六
月
（
前
掲
「
太
田
伊
八
家
文
書
」
分

類
番
号
５‒

６
）。

１１３　
太
田
は
自
身
も
真
宗
大
谷
派
の
門
徒
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
明
治
二
八
年

二
月
付
太
田
伊
八
宛
三
河
別
院
納
所
通
知
状
〈
前
掲
「
太
田
伊
八
家
文
書
」
分
類

番
号
５
・
９
６‒

１
４
〉）。
ち
な
み
に
太
田
が
品
川
に
紹
介
し
た
岡
田
藤
兵
衛
も

ま
た
、
真
宗
大
谷
派
門
徒
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
年
不
詳
一
二
月
三
〇
日
付
太

田
伊
八
宛
岡
田
藤
兵
衛
書
簡
〈
同
右
、
分
類
番
号
５
・
２
５‒

３
６
〉）。

１１４　
『
み
か
は
』
第
四
号
（
明
治
二
二
年
七
月
一
五
日
）、
第
七
号
（
同
年
九
月

一
日
）、
第
八
号
（
同
年
九
月
一
五
日
）。

１１５　
彼
ら
の
略
歴
に
つ
い
て
は
前
掲
池
田
さ
な
え
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
政

治
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」
表
４
参
照
。

１１６　
太
田
青
萍
（
伊
八
）『
興
参
策
』
森
下
熊
男
刊
、
明
治
二
四
年
七
月
。

１１７　
同
右
、
八
～
九
頁
。

１１８　
「
温
和
派
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
政
治
的
立
場
に
つ
い
て
は
、
高
久
嶺
之
介

「「
良
民
党
」
結
成
計
画
に
つ
い
て
」（『
文
化
史
学
』
三
一
、一
九
七
五
年
）、
村

瀬
信
一
「「
吏
党
」
大
成
会
の
動
向
」（『
日
本
歴
史
』
四
五
四
、一
九
八
六
年
）、

佐
々
木
隆
『
藩
閥
政
府
と
立
憲
政
治
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）。

１１９　
「
品
川
子
爵
懇
親
会
参
会
人
名
」、
明
治
二
六
年
一
〇
月
二
一
日
付
太
田
伊

八
宛
川
崎
村
役
場
書
簡
、「
懇
親
会
出
席
人
名
記
」、「
通
知
書
」、「
人
名
届
」、「〔
通

知
〕」、「
懇
親
会
出
席
員
」、「〔
廻
文　

品
川
子
爵
懇
心
〔
マ
マ
〕會

出
席
人
名
に
つ
き
〕」、

「
記
（
品
川
子
爵
懇
心
会
出
席
人
名
通
知
）」、「
通
知　

品
川
子
爵
懇
心
会
出
席
人

数
報
告
」、「〔
廻
文　

品
川
子
爵
懇
心
会
出
席
人
名
に
つ
き
〕」、「〔
廻
文　

品
川

子
爵
懇
心
会
出
席
人
名
に
つ
き
〕」、「
届
（
出
席
者
人
数
に
つ
き
）」、「〔
通
知　

出
席
者
に
つ
き
〕」、「
懇
親
會
出
席
人
（
出
席
人
数
に
つ
き
）」（
前
掲
「
太
田
伊

九
四
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八
家
文
書
」
分
類
番
号
５
・
１
０‒

３
、５
・
１
０‒

５
、５
・
１
２‒

２
～
１
４
）。

懇
親
会
に
は
同
郡
内
で
二
〇
九
名
が
出
席
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

１２０　
（
１
）‒
⑫
。

１２１　
伴
野
泰
弘
「
林
遠
里
法
の
選
択
的
受
容 

― 

愛
知
県
の
場
合
」（『
名
古
屋
文

理
短
期
大
学
紀
要
』
二
二
、一
九
九
七
年
）
一
一
五
頁
。

１２２　
伴
野
泰
弘
「
明
治
10
年
代
の
愛
知
県
に
お
け
る
「
農
事
改
良
運
動
」
の
展

開
（
１
）
―
「
老
農
時
代
」
を
め
ぐ
っ
て 
―
」「
同
（
２
）」「
同
（
３
）」（
名
古
屋
大

学
経
済
学
部
『
経
済
科
学
』
三
四‒
三
、三
五‒

二
、三
六‒

一
、一
九
八
七
年
、

一
九
八
八
年
、
一
九
八
八
年
）、
同
「
明
治
農
法
形
成
過
程
に
お
け
る
一
問
題 

―

「
稲
作
論
争
」
前
後
に
お
け
る
塩
水
選
と
林
遠
里
法
の
共
生 

―
」（『
農
業
史
研

究
』
二
三
、一
九
九
〇
年
）、
同
「
愛
知
県
に
お
け
る
明
治
農
法
の
展
開 

― 

牛
馬

耕
の
導
入
・
普
及
の
地
域
差
を
め
ぐ
っ
て 

―
」（『
社
会
経
済
史
学
』
五
八‒

二
、

一
九
九
二
年
）。

１２３　
内
田
和
義
「
実
業
教
師
と
林
遠
里
＝
勧
農
社
」『
福
岡
県
地
域
史
研
究
』
六
、

一
九
八
七
年
。

１２４　
前
掲
伴
野
泰
弘
「
愛
知
県
に
お
け
る
明
治
農
法
の
展
開
」
二
〇
頁
。

１２５　
前
掲
『
一
色
町
誌
』
二
九
四
～
二
九
五
頁
。

１２６　
前
掲
伴
野
泰
弘
「
林
遠
里
法
の
選
択
的
受
容
」
一
一
〇
頁
。

１２７　
前
掲
伴
野
泰
弘
「
愛
知
県
に
お
け
る
明
治
農
法
の
展
開
」。

１２８　
註
１
参
照
。

１２９　
前
掲
旗
手
勲
『
日
本
に
お
け
る
大
農
場
の
生
成
と
展
開
』
一
三
七
頁
。

１３０　
岡
田
義
治・磯
忍
『
青
木
農
場
と
青
木
周
蔵
那
須
別
邸
』（
随
想
舎
、二
〇
〇
一
年
）

五
九
～
七
三
頁
。

１３１　
前
掲
旗
手
勲『
日
本
に
お
け
る
大
農
場
の
生
成
と
展
開
』一
九
五
、二
三
三
頁
。

【
付
記
】
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
品
川
芳
昭
氏
、
及
び
滋
賀
大
学
経
済
学
部

教
授
宇
佐
美
英
機
氏
、
及
び
滋
賀
大
学
経
済
学
部
・
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
附

属
史
料
館
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま

た
、
本
研
究
は
「
一
般
財
団
法
人
伊
藤
忠
兵
衛
基
金　

２
０
１
９
年
度
学
術
研
究

助
成
金
」
の
助
成
を
受
け
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
併
せ
て
謝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

（
二
〇
二
三
年
九
月
一
二
日
受
理
）

（
い
け
だ　

さ
な
え　

文
学
部
准
教
授
）

九
五

明
治
期
日
本
の
大
農
場
に
お
け
る
経
営
・
技
術
思
想
　
― 

品
川
弥
二
郎
所
有
・
北
海
道
農
牧
場
の
人
的
関
係
分
析
か
ら 
―






